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巻 頭 

応用化学科75周年を憶う 
-―技術士の感懐― 

私達を育んでくれた早稲田大学応用化学科は今年75周年を，また早稲田応用化学会は70周年を迎えます。75年とい 

い70年といえば，それぞれ3/4世紀であり古稀といわれるように，御目出たくまた記念すべき年であると言えましょ 

う。70数年の間には，2回の世界的な戦争や，ソ連邦を盟主とする共産圏の誕生とその終罵など，さまざまな事柄が 

数多く起っています。科学技術の面から考えてみても，自動車生産などにかかわる機械産業が漸くコンベア・システ 

ムを確立し，航空機や電気通信などの技術が芽生えた時代から，宇宙空間への人類の飛躍や，ェレクトロニクス技術 

に支えられたコンピュータの普及などへと，驚異的な発展を経験した75年であったといえます。 

今やこれらの新技術を支える機能的な素材としてのファインセラミックスや各種合成樹脂などを始め，新らしい反 

応系を創出することを期待されるバイオ関連技術，或いはファインケミカルズ製造のための設備や装置のあり方を考 

える精密化学工学なと 化学系の技術が要望さオ唯舞台に躍り出ようとしています。これらに加えて，地球環境保全 

のための技術開発についても，化学技術者の果すべき役割は極めて大きなものがあります。これらの流れは，ディジ 

タル思考の機械・電子技術から，アナログ思考の化学技術への移行ととらえることも出来るのではないでしょうか。 

この75年間の間に5000名にのぼる化学技術者が，早稲田の杜から社会に巣立って行きました。多くの方面で個性 

的な活躍をしている校友の噂をよく耳にするのも，早稲田に学んだ幸せのーつでしょう。私も数えてみると今年で丁 

度40年の才月を卒業以来過したことになります。 この間の30年近くを技術士として，化学を基盤にしたコンサルタン 

ト業に従事して来ました。早稲田で学び，早稲田で育てられた技術を糧として，生活して来たと云っても決して過言 

ではないと思います。ここで多くの会員の方々には余りなじみのない技術コンサルタントについて少しばかり紹介さ 

せて頂こうと思います。 

1957年5月20日制定された技術士法によると 「技術士とは，登録を受け，技術士の名称を用いて，科学技術に関す 

る高等の専門的応用能力を必要とする事項についての計画，研究，設計，分析，試験，評価又はこれらに関する指導 

の業務を行う者」 と定められています。これを私達は技術コンサルタントになることの出来る資格と能力を政府が公 

認したものと理解しています。技術コンサルタントに一番必要とされることは，メーカー，サプライヤー，コントラ 

クターから独立の立場で，技術的な判断を下すことが出来るということです。発想や行動はどこまでも自由であり， 

中立の立場で判断を下すことが必要ですカら そのためには，下した判断にかかわる報酬以外には金銭的なかかわりを 

持たないという厳しさが，この立場を支えてくれます。 

産業が生産活動のために費した全投入費用に対する，情報，研究開発および企画のために費した費用の比率をソフ 

ト化率と名付けると，この比率は各産業で年々増加の傾向にあり，特に注目されるのは，それぞれの産業の付加価値 

率と正の相関々係が見られるということです。ソフト化投資は企業内の研究所や情報処理部門に対するものと，企業 

外のソフトウェア業，デザイン業，コンサルタント業に対するものに大別されることが通産統計からも明らかになっ 

て来ました。ゆとりのある物心両面にわたり豊かな社会を生み出すために，私も技術士会も努力を続けて行くつもり 

です。 

創造工学研究所所長・技術士（化学部門）,（社）日本技術士会副会長，本会理事（昭和27年応用化学卒・新制2回） 
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総 説 ＜特別講義＞ 

「ハイクォリティ・ライフと 
ェネルギー産業のR &D] 

はじめに 

清水先生，ご紹介下さいまして有難うございま 

す。本日はかような場にお呼び頂き誠に光栄に存 

じます。諸先生諸先輩ご列席の前で浅学の私が高 

い所からお話し申し上げるのは汗顔の至りであり 

ますが，本学OBの一人として社会で，また企業 

での経験を踏まえて少し話をさせて頂きます。 

さて本日お集まりの学生諸君にはかくも沢山の 

方にご参加頂きまして有難うございます。見回し 

ますと1-2割の方が女性とお見受けしますが， 

私が学生の頃の理工学部といえば女子学生は学年 

でもほんのわずかで，憧れの「紅一点」でした。 

私は森田義郎先生始め多くの先生方から学間と 

しての応用化学の手ほどきを受け，昭和36年に卒 

業，東燃に入社致しました。東燃という会社は石 

油の精製会社でありますがスタンドでの小売りを 

していませんので皆様には余り親しみがないかと 

思います。ェッソとモービルのガソリン・スタン 

ドの石油製品が私共の一般消費者向けの製品の代 

表的なものであります。またトョタ自動車囲を始 

め自動車会社向けに多種多量の高級潤滑油を供給 

しております。 

私は入社後プロセス・エンジニアとして数多く 

東燃株式会社 取締役総合研究所長 

（昭和36年応用化学科卒・新制11回） 

山 口 博 

の石油精製プロセスの設計や改造或いは装置のト 

ラブル・シューティングを担当しましたが，1970

年代のオイル・ショックを契機として経営基盤強 

化の為の周辺分野への事業展開を推し進める仕事 

にも携わることになりました。現在は石油精製と 

石油化学及び新規事業分野の技術開発部門を管掌 

しています。 

本日は，エネルギー産業が進めているR&Dに 

ついてハイクォリティ・ライフという切り口から 

考えてみようと思いますが，本題に入る前に皆様 

に二つだけ質問させて頂きましょう。先ず，通産 

省やェネルギー関連の会社でよく使う言葉に 「一 

次ェネルギー」「二次ェネルギー」 というものが 

ありますが何のことかご存じですか 。ご存 

じの方もいらっしゃるようですが，平たく言えば 

「一次ェネルギー」とは自然界に存在する石油， 

石炭，天然ガス，或いは原子力，水力のような人 

間がェネルギーをとりだす元のことです。 「二次 

エネルギー」 とはその一次ェネルギーの一部を用 

途に応じた形に変換して使うもので，電気や地域 

供給の温水のようなものです。ェネルギーの統計 

をとる時には一次と二次を分けて考えないとダブ 

ル・カウントになりますので，通常は一次ェネル 

ギーで需給状況を考えます。 

一次ェネルギーには今申しましたように色々な 

種類がありますので，集計する時には発生熱量で 

換算して石油相当何klと表わします。では日本 
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が1年間に使う一次ェネルギーは石油換算でどれ 

位でしょうか。因みに東京ドームがふくらんだ時 

の容積が124万klですが，東京ドームを析にし 

て計ったら何個分でしょうか 。石油会社の人 

でも即座に答えられる人は余りいないでしょうが， 

年 度 1985 1989 1990 2010

一次エネルギー総供給 
（石油換算100万KL) 438.0 499.0 525.0 742.0

!
 

石 油 56.3 57.9 58.3 52.8

石 炭 19.4 17.3 16.6 17.7
”
 

一
 

天 然 ガ ス 9.4 10.0 10.1 12.1
眠
 

比

 

α
 

原 子 力 8.9 8.9 9.4 12.2

水 力 4.7 46 4.2 37
"
 地 熱 0.1 0.1 0.1 0. 1

新エネルギー等 1.2 1.3 1.3 1.5

表―1 一次ェネルギー供給の推移・見通し 

正解は400個分の約5億kQです（表一1)。 これ 

を365日で割ると，日本人は毎日東京ドーム1個 

分強の石油に相当するエネルギーを消費している 

ことになります。大変な量です。 

エネルギーという漠然としたもののイメージが 

多少は具体的になったでしょうか。本日はェネル 

ギー産業についての話ですが，私は石油会社にお 

りますのでェネルギーの中でも特に石油を念頭に 

おいて話を進めたいと思います。 

石油産業の特徴 石油．石炭製品 7.4 47,2
一一ロ土，ー， 1ーエ， , "1山ー．ー,一‘一一」I立．一』＋乙hIl 鉄 鋼 4.1 19.5
本題に入りましょう。最初に石油産業の特徴と ”一凡z'’ーハノd、レ d、ノo .rtx.Iv-J ,ーl_l,山I巴」ニオくv/1寸師、‘ー 電 気 機 械 1.5 5.1

新規ビジネスへの展開の関係をお話しします。 次 輸送用機械 1.6 8.1
非 製 造 業 1,4 95

にその展開とそれを実現させるための技術開発が 建 設 業 1.5 45
．、ノh . I'一 一＝ ノーLI．二日m一 ー，、プェ‘ ，ー 卸・小売業 1.0 5.2
ハイクォリティ・ライフとどう関わっているかに 

ついて，これはVTR で東燃のR&Dの例も併せ 運輸・通信業 LO lo.9

てご覧頂こうと思います。最後に研究促進の観点 

から企業が求めている研究者像についてお話し致 表一2 産業別従業員当り営業利益ノ労働装備率 

します。 の数が余り多くないと言うことです（表- 2 )。 

このことから石油産業がビジネス・ドメインを拡 

先ず石油産業の特徴を考えてみましょう。色々 大する時には人間の頭数でする労働集約型のビジ 

な観点から特徴が挙げられると思いますが，ここ ネスでなく技術志向のものが多くなります。この 
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では「石油産業は公共性が強い」「成熟産業で今 

後大きなパイの拡大は期待しがたい」「基本的に 

装置産業である」 という3つの点を考えてみます。 

最初の「公共性」 とは石油産業が彪大な量のェ 

ネルギーを生活に不可欠な資源として多くの企業 

や家庭に供給している公共性，公益性の高い産業 

であるという事です。石油は一次ェネルギーの 

60％近くを占めていて，国のエネルギー政策の立 

場からはエネルギー源をもっと分散させるのが望 

ましいとされながらも，2010年の石油への依存度 

も現在のレベルとほぼ同じレベルであろうと見ら 

れております（表一1 )。従って石油産業は社会に 

対して適正な価格で安定的に且つ必要なだけの製 

品を供給する重大な使命を担っています。その為 

には経営基盤を安定させることが最も重要です。 

次の「成熟産業」 とは石油が産業として今後量的 

に大きく拡大することが期待し難いということで 

す。従って企業の成長を維持し経営基盤を安定化 

させる為には本業を守ると共に新規のビジネス・ 

ドメインを拡げていかざるをえません。 3つ目の 

「装置産業」とは石油産業は規模の割には従業員 

従業員当り 
営業利益 

（百万円） 

従業員当り 
有形固定資産 
＝労働装備率 
（百万円） 

全 産 業 1→
‘
→
3
7
4
1
1
1
1
1
よ
7
l
0

4
6
3
4
1
5
6
4
5
0
7
0
9

.
 

.
 

'
 

.
 

.
 

.
 

.
 

8.8
製 造 業 7.2
化 学 12.9
石油・石炭製品 47.2
鉄 鋼 19.5
電 気 機 械 
輸送用機械 

非 製 造 業 

5.1
8.1
9.5

建 設 業 4.5
卸・小売業 52
不 動 産 業 66.7
運輸・通信業 10.9
サ ー ビ ス 業 9.4

表―2 産業別従業員当り営業利益ノ労働装備率 



技術志向のビジネスというものは開発に多くの頭 が終ったらスイッチをオフにしてシャツのポケッ 

脳，金，時間を要しますが，一旦その技術が完成 トに入れておけばいい。 

すると，そしてその技術レベルが高ければ高い程 

他の会社は簡単にマネが出来ないということにな この様なCMの世界はせいぜい「トレンディ」 

ります。 と言う程度のことですが．コードレス電話や携-th

2つのキー・ワード 

では石油企業が目指している新規分野とはどの 

ようなものでしょうか。一般に企業が新分野の事 

業を考える時に先ず検討するのは社会が何を求め 

ているか，社会に何が必要かということです。そ 

してその企業が蓄積してきたノウハウや力がどこ 

で活かせるかです。この観点からここでは「ハイ 

クォリティ・ライフ」ともうーつ「環境」 という 

2つのキーワードを手掛かりに石油企業の力がど 

う活かせるかを考えてみましょう。 

この様なCMの世界はせいぜい「トレンディ」 

と言う程度のことですが，コードレス電話や携帯 

電話は意外にも農家で人気があるそうです。農家 

の人が自宅の前の広い畑で農作業をしている。そ 

こへ電話がかかってくる。以前でしたら誰か家の 

中の人がとって大きな声で「電話ですよオ」 と知 

らせてくれる。そこで急いで家に戻って，長靴を 

ぬいで，服についたドロをはらって，手を洗って， 

と一寸面倒臭い訳です。ところがコードレスなら 

胸のポケットでベルが鳴る。スイッチを入れる。 

「もしもし 」。こうなると確かにハイクォリ 

ティ・ライフです。先程のイメージの分類でいい 

ますと，高価で，高機能なもので，便利で楽が出 

来るものということになりましょうか。吉田栄作 

1つ目の「ハイクォリティ・ライフ」 とは何で がポケット・コードレスを使ってみせるのはファ 

しょうか。 「ハイクォリティ」 という言葉で思い ッションかもしれませんが， トマト畑のコードレ 

浮かぶイメージは，「もの」であれば高級な，高 スとなるといよいよハイクォリティが商品として 

価な，高機能な，複合的な，何か文化的な臭いの その価値を社会的に認知されたビジネスたり得る 

するものという感じだと思います。「ハイクォリ 段階に来たということかなと思われます。 

ティ」を今度は「人にとってどういう効果をもた 

らすか」 という面からイメージしてみますと，快 ハイクォリティ化は石油製品についても進んで 

適な，豊かで，充実して，安全で，便利で，楽が います。プレミアム・ガソリンのオクタン価は以 

出来て，楽しいものという感じでしょうか。 前は96程度でしたが今では100ですし，清浄性や 

排気ガスの点でも高品質になっています。潤滑油 

最近のテレビのCMで某電機会社が「目のつけ は自動車の高性能化，高出力化に対応して高温耐 

どころが違うでしょ」といって，人気タレントの 久性や摩擦特性等が遥かに改善されています。ハ 

シャツのポケットに入るコードレス電話を紹介し イクォリティの夢は他にも無限にあります。楽し 

ていましたが，これもーつの「ハイクォリティ」 さのハイクォリティや快適さの為のハイクォリテ 

でしょう。電話機は，遠くの人とわざわざ出掛け ィもあります。皆様も色々思いつかれるでしょう 

なくとも親しく話が出来るというだけのものでは し，これから様々のものが商品化されてくるでし 

なく，話が出来るのは当り前。話をしながら台所 ょう。 

へ行って冷蔵庫の缶ビールをとってこられる。あ 

るいは途中でトイレへ行きたくなっても電話を切 2つ目のキーワードは「環境」です。最近では 

らなくてもいい。どうせ見えないのだからそのま 新聞やテレビで「環境」の文字を見ない日はない 

ま電話機を持って という訳です。しかも話 といっても過言ではないでしょう。環境の問題と 
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一口に申しましても多岐に亘ります。人間が人間 

として生きる 「空間の質」に関わる大気，水質， 

土壌，その他全てが環境と言えます。人間は生き 

ている限り体内で常にエントロピーが増大します。 

そこで低ェントロピーの食物を摂って高ェントロ 

ピーの排潜物を出す形で物のエントロピーを捨て 

汗をかく形で熱を捨てて身体のバランスを保ちま 

す。これが生命活動ですが，このエントロピーを 

捨てる機能が時々ゆらぐことがあります。病気で 

す。生体は機能性の糖鎖蛋白を作りだしてゆらぎ 

から恒常状態へ復元しようとします。生理学でい 

う生体の「ホメオスタシス」，恒常機能です。 

アナロジーをとって地球と人間のことを考えて 越えて発生する酸性雨被害やフロン等によるオゾ 

みましょう。地球は常に太陽からの2 cal/cm2/min ン層破壊そして地球温暖化の問題が国連や様々な 

のヒート・フラックスに曝されています。一部は 国際会議の場で話し合われています。 

大気表面と地表面で反射されますが残りは地球が 

とり込みます。一方人間は技術を駆使して工業製 このグローバルな地球環境問題の難しい点は， 

品を作りますが，そもそも物の生産とは高ェント 科学的な機構解明の難しさ，対策技術開発の困難 

ロピーの原料資源から高度な秩序をもった低ェン さもさることながら，これからエネルギーをどん 

トロピーの製品を作ることで，この際水や燃料の どん使って経済発展を目指そうとしている発展途 

ような低ェントロピー資源を一緒に投入し高ェン 上国をどうとりこむかの政治問題の側面があるこ 

トロピーの廃物，廃熱を製品と同時に作りだして とです。来年の6月にはリオ・デ・ジャネイロで 

いる訳です。日常生活でも例えば電車がブレーキ 地球サミットが開催され，"Earth Charter"， 地 

をかけると摩擦熱が発生しますし，レストランの 球環境憲章が採択されようとしていますが具体的 

食べ残しがゴミとなって夢の島に埋められるとエ なアクション・プランが合意されるのは数年以上 

ントロピーが増大します。このように増大するェ 先かもしれません。 

ントロピーを人間は物または熱という形で環境の 

中に捨てています。 石油企業の新規事業展開分野 

さて「ハイクォリティ・ライフ」 と 「環境」の 

この捨てられたェントロピーと余剰の太陽から 2つのキーワードを軸にエネルギーの大半を社会 

の熱を地球は「地球のホメオスタシス」といえる に供給している石油企業がもてる力をどう活かし 

ような自浄能力によって系外に捨てようとします。 て社会に貢献できるでしょうか。 

も光合成によるエントロピー増大を水蒸気放散の 

形で捨てています。そして地球の水と大気は蒸発 

潜熱と対流という方法で熱を大気圏へ運び宇宙へ 

長波長の放射熱として捨ててくれています。神の 

摂理としか言い様のない実に見事なメカニズムで 

す。 

この捨てられたェントロピーと余剰の太陽から 

の熱を地球は「地球のホメオスタシス」 といえる 

ような自浄能力によって系外に捨てようとします。 

その仕組みは基本的に大気循環と水循球，そして 

微生物による腐敗と植物による光合成で構成され 

ています。微生物は落葉やゴミのような物のエン 

トロピーを水と炭酸ガスに分解し発熱しますし， 

植物は炭酸ガスを再び炭水化物に合成し，この時 

この地球の巧みな仕組みもさすがに近年の人口 

増加や経済発展，生活のハイクォリティ化に伴う 

エネルギーと資源の使用量の急増にはついてゆけ 

ないようです。リージョナルにはSOx, NOx，廃 

棄物による土壌汚染やゴミ処分場不足，水質劣化 

が問題になっていますが，グローバルには国境を 

越えて発生する酸性雨被害やフロン等によるオゾ 

ン層破壊そして地球温暖化の問題が国連や様々な 

国際会議の場で話し合われています。 

例えば石油を補完して，非枯渇の，幾ら使って 

も環境を害することのない新しいエネルギーの開 

発の分野です。これには太陽ェネルギーがありま 

す。ェネルギーを効率的にクリーンに活用する技 
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術の燃料電池もあります。この技術は現在ある最 

先端の発電技術のェネルギー転換効率を上回る高 

効率を達成できるポテンシャルを持っています。 

あるいはまた，省ェネルギーで高性能という観点か 

ら軽量の新素材が考えられます。これには窒化珪 

素や石油ピッチ系カーボンファイバーがあります。 

環境保全の技術として環境バイオはこれから一層 

開発していくべき分野でしょう。 

ではここで10分程ビデオを見て頂きましょう。 

石油企業の新事業展開のーつの例として，東燃が 

「ハイクォリティ・ライフ」 と 「環境への優しさ」 

の観点から推進しているR&Dがどの様なものか 

ご覧下さい。ビデオをお願いします 

いかがでしたでしょうか。地球環境あるいは人 

間にとっての新しい生活環境，これには科学的な 

ものと社会文化的なものがありますが，この問題 

とエネルギー問題については，化学，特に応用化 

学を中心とした多角的な研究による解決が強く求 

められていることがお分り頂けたでしょうか。 

企業における研究活動 

次にこのような技術の開発が企業の中でどのよ 

うに進められるかを経営学で使うクライン・モデ 

図―1 企業における研究開発ークライン・モデJレ 

ル（図-1）でご説明しましょう。このクライン 

という人は著名なスタンフォード大学の教授です 

が企業の研究開発活動をうまく表しています。 

企業が研究開発を行うに当たっては，先ず市 

場を発見，分析し保有技術を活用し，時には商品 

開発のチェーンのステップをフィードバックして 

戻りながら製品を作り市場に送り出していくのが 

基本です。クライン・モデルの一番下のチェーン 

とフィードバックの線と技術のストックへ上る線 

がそれを示しています。しかし最先端の技術を開 

発しようとするとしばしばこの流れの中で既存技 

術，知識では解決不可能な問題が出てきます。そ 

のような時に解決すべき課題をはっきり設定して 

研究を行い技術を開発していくのです。つまり研 

究開発の循環サイクルを確立している企業での商 

品開発は「はじめに漠然とした基礎研究ありて」 

ではなく，ある製品の実用化への障害を取り除く 

ことを目的としたいわゆる「目的的基礎研究」を 

効率よく行っています。 

このような企業は市場の三ーズに対してフレキ 

シブルに対応出来ますし他社よりも素早く商品を 

開発して市場に参入出来ます。企業の研究開発活 

動で最も重要でまた大学の研究と大きく異なるこ 

とはR&Dのどの段階にあっても常に市場を意識 

したニーズ志向でなければならないことと，迅速 

なスピードが要求されることです。現代の企業を 

取り巻く状況はものすごい速さで変化しています。 

企業間競争で「コンペティティブ・アドバンテー 

ジ」，比較優位性を維持して勝ち残るにはこの消 

費者ニーズとのマッチングとスピードが不可欠で 

す。 

求められる研究者像 

ではこのような企業の研究開発部門に求められ 

ている人物像はどのようなものでしょうか。 4つ 

に纏めてみました。 
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第1点は常に市場を意識できる研究者であるこ 

と。これからの時代は研究者も，いや研究者こそ 日本は弛まぬ努力で世界のトップ・クラスの国 

がマーケットセンスを身につけていなければなり といわれるようになりました。天然資源も少なく 

ません。「自分が事業を起こして行くんだ」 とい 人口も決して多いとはいえないこの国が今日の繁 

う気慨で研究を進める人材がもっとも求められる 栄を証歌できるのはーつには明治の始めに新しい 

ことになります。 国の礎をしっかり築いてくれた人達の御陰もあり 

ましょう。流動性があるモラールの高い社会で， 

第2点はヒューマン・ネットワークを大切にす 国民の教育レベルは高く，その基盤の上に技術立 

ることです。企業での研究開発の流れは一方向で 国を計る。日本が生きてゆく道はこれからもこの 

はありません。クライン・モデルで言えば上中下 道以外にはないでしょう。そしてこの道を支える 

の各階段を行ったり来たりしながらステップワイ のはまさに私達技術者ではないでしょうか。 

ズに進んでいくものです。様々な人間と関わり合 

う中で意味情報を編集できる人材，またそういう ここにお集まりの学生諸君は数年後には社会に 

中で時には自分を否定し周囲の秀れた考えを素直 出て色々な場で活躍されることでしょう。ご自分 

に柔軟に受け入れられる人材が必要とされていま の人生の目標をしっかり見据えて，残りの学生生 

す。 活で系統的かつ横断的に勉強に励み，21世紀の日 

第3点は勇み足のできる人間であること。いわ 

ゆるチャレンジ精神とでもいいましょうか，オリ 

ジナリティで勝負しようという気持ちが欲しいと 

思います。オリジナリティのもとは「冒険」です。 

「ここをこう変えてみたら」「これにこんなものを 

くっつけてみたら」 と時には土俵の外にはみ出し 

てでも自分であれこれ考えいじり回してみること 

が必要です。自分から新しい提案をせずに人から 

指示されたことだけをこなして満足しているよう 

な人は研究者の名に値しないし，その人も寂しい 

だろうと思います。 

第4点はマルチプルな研究者であること。今後 

ますます加速されるであろう先端技術の複合化， 

高度化といった時代の流れに乗り遅れないために 

個々の専門領域の枠の中だけで考えるのではない 

広範囲な視野と情報を持った複数専門で学際的な 

研究者であることが必要です。先程の石油企業の 

新商品開発の例を見ても材料技術，電気，有機合 

成化学，場合によっては原子物理学が複合して初 

めて優れた商品が生み出されています。 

ここにお集まりの学生諸君は数年後には社会に 

出て色々な場で活躍されることでしょう。ご自分 

の人生の目標をしっかり見据えて，残りの学生生 

活で系統的かつ横断的に勉強に励み，21世紀の日 

本を担っていく人になって頂きたいと思います。 

長い間ご静聴ありがとうございました。 

資料出所： 

表―1 通産省統計ノエネルギー経済研究所資 

料より合成 

表-2 大蔵省統計（一部算出） 

図―1 津田員徴「日本的情報化経営」を参考 

に作成 
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トピックス ―・~十一’”×“ 

韓国の石油化学の急激な拡大で思うこと 

成田から約2時間のフライトでソウル金浦（K

I MP0）空港に到着します。李王朝が都と定め 

て以来幾度か戦乱をくぐり，今日人口1060 万人の 

世界第3位の都市として繁栄するここソウルで石 

油化学の合弁会社の駐在員として約3年間見，聞 

き，感じたことをベースに表題につき考えてみた 

いと思います。 

日本人がソウルに来ると最初にお互いの顔が似 

ていると気づきます。街に出ると殆どハングル文 

字で書かれていて，漢字や日本文字は無く，やは 

り外国にやって来たのだと改めて認識します。 そ 

して食事になるとトウガラシやニンニクで味つけ 

された料理に又違いを見い出すのです。 

私は日本側駐在員として会社でただ一人の外国 

人です。 毎日の会議は勿論韓国語で，最初の1年 

は殆ど何を話しているのか判らず，たまに知って 

る単語が出てくると，何だこの事だったのかと 

「一を聞いて万を知る？」 といった具合。 そんな 

時いつも赤ん坊がーつーつ言葉を覚えてゆく光景 

を思い浮かべては，あせらずと自分に云い聞かせ 

ること一年位で不思議なことに急にヒヤリングが 

上達（?）そうなると少しづつ面白くなって来ると 

云った経過をたどりました。後で或る先生に伺っ 

たら語学は続けているとある日突然開眼するとの 

ことでナルホドと自己納得（?）。 

韓国コーロン油化株駐在員として日本石油化学株よ 

り出向 

（昭和32年応用化学科卒・新制6回） 

牧 野 貞 夫 

さて韓国の人々のものの考え方は現在主義（?) 

で先のことについては，良く云えば日本人よりも 

楽観的でくよくよしない，悪く云えば，予測する 

ことはあまり得意でない，所謂大雑把な性格と見 

受けられます。 

日本人とちがうのは自己主張がはっきりしてい 

る点で，これはむしろ日本人の方が特異だと考え 

る方が適切かもしれません。 

会社では社長の考えが絶対的のもので，社員は 

組織の一員でありますが，極端な表現をすると社 

長に対して自分をアピールするような働き方をし 

ています。 

韓国では沢山のグループ（三星，現代等々）が 

あって各グループは頂点に会長があり，その下に 

各会社の社長らが従い，これを通常社長団と呼び 

ます。 この各財閥グループの会長は殆どの場合世 

襲でそのグループの指令塔として全権をにぎって 

いるわけです。 

このような大財閥が30とも50とも云われ，この 

国の産業を手掛け，そんなわけで，この国を語る 

のには財閥抜きでは出来ない構図です。又韓国の 

政権はこれらの構図の上に存在しているので，こ 

の国の政治，経済はこの構図によって動かされる 

と云っても過言ではありません。 

40年余り前突序勃発した朝鮮戦争はこの国を完 

全に破壊しました。 しかしその後のあの「漢江の 

奇跡」 と云われたものすごいスピードの経済発展 

を成し遂げたェネルギーはどこから出て来たので 

しょうか？ 
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トピックス 

朝鮮半島の長い歴史を見ると，半島内の諸国間 大きな問題になっていることは皆様もよくご存知 

での争いの一方で，大陸や日本からの侵攻をはね だと思います。韓国の1, 2 位を占める三星，現 

返し今日迄民族国家を守り維持して来たと云う大 代両グループの新規参入も手伝って，1992年末に 

きな実績があります。 は韓国のエチレン生産能力は300万トン／年を突 

又大陸的な気候の激しさや地形的に起きる大河 破し，400 万トン／年にせまる大過剰状態がつく 

の氾濫といった自然の猛威の中を生き抜いて来た り出されるのです。 この結果をもたらしたのは良 

ために育まれたたくましさもあり，こうした歴史 くも悪くも，これまで論じて来た韓国の人々の持 

や自然の中で身についた独特の反発力を感じます。 つ特質です。 

私の少ない経験の中でもあの一天俄かにかき曇っ 一方日本の業界はこの韓国の状況をまゆをひそ 

たかと思う間に，まるでバケツをひっくり返した めて見ているのですが，こういう状況になる前に 

ように降る雨のものすごさや，ー晩でアッと云う 打つべき手がなかったのか？心配ばかりしていて 

間もなく氾濫し全てを押し流す漢江のおそろしさ も，これから世界を動かすことは出来ない事を改 

は日本では経験出来ない厳しい自然現象です。 めて思い知ったと思います。 

生半可な治水等は通用しないため，ただじっと 周囲を海でかこまれた日本で長い年月に育まれ 

そのおさまるのを待つ処仕方が備わっているので た日本人の気質と朝鮮半島で育まれた韓国の人々 

す。 これを私はこちらのことば「ケンチャナョ」 の気質とが，これ迄も両国間の懸案をめぐってい 

（日本語で「大丈夫，何とかなるさ」）に良く表 ろいろな形で交わって来たわけですが，これはお 

わされているように思います。 じっと耐えつつ将 互いに最も近い隣国として好むと好まざるとに拘 

来を希望的に考えるこの国の人々の力の源泉のよ らずー番関りの多い間柄ですので，今からでもお 

うに思います。 しかし，これまでのような急速な 互いの違いとその違いをもたらしている背景をも 

経済の拡大発展の際には特に問題にならなかった う一度考えてみることも「急がばまわれ」で必要 

財閥グループ間の調整や，より正確な将来予測を なことのように思われます。 

必要とするこれからの時代にあっては「ケンチャ 外的な要因を国内で吸収消化あるいは同化する 

ナョ」 はマイナス効果につながる可能性を持って だけで十分通用した時代は去ったと云っても間違 

いるようにも思えるのです。 いない今日，日本にとって必要なものは何なので 

一方ある説によると，日本には特異な調整機能 しょうか？東京からわずか2時間のフライトです 

があると云われています。お祭の神輿がそれで，あ がここソウルから見た日本は私自身が半分外国人 

の空っぽのポータブル神社を皆でワッショイ，ワッ の目で見ているように，少しちがった眺めのよう 

ショイやっているうちに，諸々の外的要因を呼びこ に感じます。 

んで消化してしまう不思議な機能があると云う面 

白い見方なのですが，この神輿に見られるような 

妙な調整機能を日本人は備えていると云うのです。 

前置きが長くなりましたが，今日韓国の石油化 

学の新増設ラッシュによって起された供給過剰が 
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デンマーク雑感 

当社の製品のーつに大型TV用のプロジェクシ 

ョンスクリーンがあります。 このスクリーンはア 

クリル樹脂を成型してつくるフレンネルレンズ 

(FRESNEL) とレンチキュラーレンズ（LENT!-

CULAR) を組合せたものですが，その設計にお 

いて優れているデンマークの研究組織と1989年の 

春に接触を開始しました。その後しばらくしてア 

クリルモノマーから高速キャスティング法により 

レンズを成型している会社があり，倒産しかかっ 

ていたのを引受けざるを得なくなりました。いわ 

ゆる資本買収という形でしたがコペンハーゲンの 

近郊に小さな会社が設立されたので，この約3年 

間に頻繁にデンマークとの間を往き来しました。 

コペンハーゲンはョーロッパにおける交通の要地 

のーつでありますから訪問された方は多いと思い 

ますが，日本では案外知られていないこともあり 

その間に感じたことをいくつか紹介させていただ 

きます。 

デンマーク本土はドイツと陸続きのユトラント斗三 

島とコペンハーゲンのあるシェラン島を中心とした 

大小500 の島から構成されており，九州と同じく 

らいの面積ですが，全くの平野ばかりで標高は最も 

高いところで海抜200 mに達しませんから，なだら 

かな丘がある程度で山国の日本とは随分と異った 

風景です。コペンハーゲンの位置は北緯56度で樺 

太北端に相当するときくと一寸たじろぎますが， 

ドイツ北部とほぼ同じ気候で降雪量は比較的少な 

いようです。私は漠然とデンマークを農業国と思 

っていましたが，農産物やその加工品の輸出国と 

してのイメージが強すぎた結果であって，こと輸 

出に関してはここ数年工業製品が上廻っている様 

大日本印刷脚取締役 

（昭和35年応用化学科卒・新制10回） 

平 林 浩 介 

です。 もともとデンマークの対外貿易は非常に盛 

んで完全な自由貿易信奉国ですが，北海の海底油 

田と天然ガス以外には天然資源が殆んどなく工業 

製品輸出に力を入れている点では日本と似ている 

ところがあります。 日本との貿易関係をみますと， 

デンマークは世界でも希な日本への輸出超過国で 

あり又近隣のョーロッパ諸国よりも日本への輸出 

高が多いのは一寸意外な気がします。 ですから米 

国や他のEC諸国と全く異って対日感情は非常に 

よく，日本人にとっては大変に付合い良い相手と 

いえます。 その割には日本からデンマークへの投 

資は非常に少く，商社，銀行，運輸，観光業等の 

支店活動はありますが生産活動をしている日本か 

らの進出企業は殆んどみられません。 デンマーク 

はEC加盟国であると同時に北欧5ケ国の一員で 

すからEC市場，北欧市場両面への同時参入が期 

待出来る他に労働環境が非常によいこと，インフ 

ラストラクチャーが完備していること，政治的に 

安定していること，外国人スタッフの雇用に制約 

がないこと等を考えますともっと日本からの進出 

があってもよい様に思います。特に労働環境は良 

くいくつかの特徴的なことに触れてみます。 デン 

マーク人の国民性は勤勉であるが非常にプライド 

が高く頑固でどちらかというと組織人に向かない 

ときかされていたのですが，私の知るかぎりでは 

その様なことはありません。勿論習慣や文化の違 

いからくる誤解やとまどいはありますが，その違 

いをお互いにどれだけ理解し，良い方を採用する 

という判断力や柔軟性は充分にもっている様です。 

―言で云えばデンマークの労働者のレベルはホワ 

イトカラーも含めて日本とほぼ同一と考えてよい 

と思います。 

これはデンマークの教育水準が高いことと，か 

なり高い失業率のために若者が真剣に仕事にとり 
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目ー 

組む風潮のあるためとも考えられます。 因に一般 

労働者の失業率は8％前後ですが，大学卒の技術 

者や研究者はもっと高い失業率になっている様で 

す。 デンマークNo.lのコペンハーゲン大学の工学 

部卒業生の就職率は恐らく50 ％以下で，かなりの 

卒業生はやむを得ずふさわしくない（彼等の表現 

を借りれば）職場に就業しているのです。つい先 

日も機械関係の大卒ェンジニア1名を新聞広告で 

募集したところなんと130 名の応募があり，I名 

に絞るのが惜しくて3名採用してしまうといった 

日本では考えられない様なこともあります。教育 

制度は中学校までは義務教育でそのあと大学へ進 

むための高等学校と職業訓練学校があります。大 

学進学率は低く職業訓練学校へ進む若者が多いの 

ですが，ここでの教育が非常に優れている様です。 

通常3 -4年の基礎職業教育とそれに続いて実際 

の職場での実習と学校での訓練を繰返す訓練教育 

とがあって，卒業生はほぼ1人前の技能者として 

認められています。ところで我々にとって大変有 

難いことに，デンマークでは小学校から英語が必 

修ですから殆んどの人が流暢な英語を話せ，オフ 

ィスや工場内での会話は十分にコミュニケーショ 

ン出来ます。 

但し政府機関に提出する公式書類，報告書等は 

公用語であるデンマーク語が要求されます。取締 

役会も 初のうちは英語ですが，複雑な話題にな 

ってくると当然のこと乍ら日本語とデンマーク語 

が混じって整理するのが大変です。というのもド 

イツと同じで取締役会のメンバー構成に従業員代 

表（労働組合代表ではない）が1/3迄加はるため 

に，予め決めてあるAGENDAに従って事務的 

に議事が進行されるということはなく，かなり熱 

の入った意見交換があります。従業員代表は役員 

会メンバーとしての発言が求められますので，先 

程まで工場で製品検査をしていた女性が役員とし 

て出席し経営方針に関しての意見を堂々と述べる 

のを聴くと一寸変な気がしないでもありません。 

デンマークではここ数年ストライキはなく安定し 

た労使関係にありますが，労働問題の特徴のーつ 

に国民失業保険の運用が労働組合に任されている 

ことがあります。 そのために，例えば不良社員を 

解雇したいときには労働組合に文書で理由を通告 

しておくとトラブルが起きることなく受理され労 

働組合が失業手当を負担しますし，交替の従業員 

をすぐに紹介してきます。 デンマーク人は働かな 

い，休んでばかりいるとの評判がある様ですが， 

年3回の長い休暇があるためではないかと思いま 

す。 4 月のイースター，12月のxマス休暇は約10

日ですが，7月の夏休みは連続3週間とることが 

義務ずけられています，従って7月は工場は殆ん 

ど稼働しません。又普段も残業はしません。残業 

しないのは残業手当が労働組合に払はれ，本人に 

はその1部がバックされる（労働組合によっては 

異る様ですが）ことも原因になっているかもしれ 

ません。何れにしてもこれ等のことをもってして 

デンマーク人が怠け者であると極めつけるのは賛 

成出来ません。一般に云われていることですが， 

彼等の時間内の労働密度は非常に高く，むしろ日 

本人の方がダラダラと長時間働く傾向にあると思 

います。 さてデンマークは世界で も社会保障制 

度が整備されている国であることは良く知られて 

いますが，そのために個人の負担する税金は非常 

に高額です。 所得税の上限は68％ですが日本から 

赴任する場合殆んどの人はこの上限に達してしま 

います。外国からの赴任者は将来保障の対象にな 

ることは考えられないので特別税率にしてほしい 

との要望が強く，近々議会で外国人対象の税率が 

検討されることになっています。 この所得税の他 

に一般消費税があらゆるものに22％かかります。 

コーヒ-1杯飲んでもきっちりと請求されます。 

そのためか一般にデンマーク人の生活は実に慎し 

く，ホームパーティに招かれても御馳走は期待出 

来ません。 まあ賛沢は出来ないかわりに医療費も 

教育費もタダ，老後の心配は全く不用なデンマー 

クと1億総グルメで飽食の割には病気になったと 

きや，老後が気になる日本とではどちらがよいの 

力・ 0
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研究室 

紹 介 
（新金属科学研究） 

山本研究室 

山本研究室は応用化学科の中で一番小さな，そして一番新しい研究室である。 1990年4月，東京工業 

大学から母校に迎えていただき，戻り新参として，新しい研究室を開くことになった私と共に，現在， 

修士課程2年1名，1年1名，学部学生1名の計3人の学生が有機金属化合物の研究と取り組んでいる。 

このほか，数名の学生が清水功雄助教授と共同指導の形で一緒に研究をしている。 

研究内容紹介：有機金属化合物といっても，馴染みのない方も多いと思われるので，簡単に説明をし 

ておく。有機金属化合物とは，金属と有機基が直接結合した化合物をいう。良く知られた化合物として 

は，グリニャール試薬に代表される有機マグネシウム化合物，シリコーンとして知られる有機ケィ素化 

合物，シクロペンタジェニル基が鉄原子とサンドイッチ状に結合したフェロセンなどがある。 中でも我 

々がとくに興味を持っているのは，遷移金属が有機基に結合した化合物である。遷移金属と有機基の結 

合様式としては，0 結合と冗結合がある。金属と炭素原子を結ぶ0 結合は通常の有機化合物におけるC

M＜ユべ 
(a) M-C a結合 

A．金属一炭素間のa結合 り り‘ 

図t 種々の有機金属錯体の結合様式 

B. て錯体の例 
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結合と本質的にはそれほど違わない。 しかしこの様な，金属一炭素間にa 結合を有する有機遷移金属化 

合物は比較的不安定で，非常に反応活性に富んでいる。 そのため，有機合成試薬や触媒として非常に役 

に立つ化合物が多い。一方，金属と炭素原子は冗結合を形成する。 フェロセンの場合のようなシクロペ 

ンタジェニル基のほか，ベンゼンや，エチレン，ブタジエン，アリル基，一酸化炭素，力ルベンなどが 

金属と結合し，冗化合物（尤錯体）を作る。 この様な化合物は，通常の有機化合物には見られない面白 

い性質を示す。 図1にそのような結合様式の例を示す。 

私自身は，1954年に応用化学科を卒業してから，ずっと引き続いて有機金属化合物を相手に研究を続け 

てきた。 これらの化合物は，今までの有機，または無機だけの化合物に無い性質を示すため，研究対象 

として非常に興味ある化合物である。 また触媒，合成試薬などに多用される「役に立つ」化合物でもあ 

る。私は，有機金属化合物の研究は「三日やったら止められない」 と常々いっている。研究を始めてか 

ら40年近く経っても，まだまだいろいろ面白いこと，やりたいことが次から次から出てくるので，飽き 

ることがない。 化学の研究に情熱を有する若い学生諸君と，さらに研究を続けて行きたいと思っている。 

有機金属化合物の研究の中で私がとくに興味を持っているのは，有機金属化合物の素反応過程の研究 

と，そこで見出だされた実験結果の有機合成および触媒反応への応用である。 

私がこれまで行ってきた研究の流れを図式化すると，図2 のようになる。 

(1） 有機遷移金属錯体の合成と同定：触媒反応の活性 

種として働いていると考えられるような遷移金属錯 

体を合成単離し，その反応性を調べる。その場合に 

遷移金属錯体の反応性として一般化できるような 

コンセプトを得るように努める。 

合 

有機金属錯体の反応性研究 

ハ 生成物同定 
1 ~ 速度論的研究 

新しい有機金属錯体の合成 

図2

(2）錯体の示す反応性の内，有機合成，触媒反応に応 

用できるような現象が見つかれば，応用研究の可能 

性を探索する。 

(3）応用研究の探索において，例えば，c-c結合生 

成反応に役立つような触媒が見出だされれば，高分 

子合成に応用する可能性を調べる。 

(4） さらに，その高分子を新素材として活用する可能 

合 
性を研究する。 

(5） その新素材を用いて，新しい装置を開発する。 

有機金属錯体の反応性研究 幾つかのテーマを研究していても，なかなカ×1功・ら 

へ 生成物同定 （5はで進むことは少なく，基礎的な研究が主となる。 
」 ~ 速度論的研究 

しかし，有機金属錯体の研究の面白さは，ー見極めて 

新しい有機金属錯体の合成 基礎的に見える研究の中から，思いも掛けない応用の 

可能性が飛び出して来る点にある。 化学の研究には， 

図2 有機金属錯体研究の図式化 総野篇乳纂読器議認ま-C 力篇 
い結果に遭遇する確率が極めて高いのが特徴である。 以下，過去の私の研究の中から， 「最も楽しませ 

てくれた研究」の二，三を述べ，現在の研究テーマ，これからやりたいテーマについて述べたい。 

有機金属錯体研究の図式化 

1． アルキル遷移金属錯体の合成と反応性に関する研究 

金属ー炭素のa結合を有するアルキル遷移金属錯体は，チグラー触媒などの重合触媒の活性種と考え 

られている化合物であるが，私が研究を始めた1960 年代半ばには，単離，同定された例は極めて少なく， 

アルキル遷移金属錯体は一般に非常に不安定で，単離は困難であると考えられていた。 しかし，あるき 

っかけから，有機窒素配位子であるビピリジンの存在下に，ニッケル，鉄，コバルトのアセチルアセト 

ナートとアルキルアルミニウム化合物を反応させてみたところ，アルキル基を有するニッケル，鉄，コ 

バルトの錯体が熱的に極めて安定な錯体として単離された（式1）。 
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Ni(acac)2 + AJEt2(OEt) + bipy

Fe(acac)3 + JEt2(OEt) + bipy

Co(acac)3 + A1Et2(OEt) + bipy

bipy くH) 

(bipy)NiEt2

(bipy)2FeEt2

(bipy)2CoEt

(1) 

アルキル遷移金属錯体は極めて不安定である，という先入観があったため，この結果にはびっくりし 

た。 しかし，いろいろな方法で確かめた結果，たしかにアルキル遷移金属錯体が生成していることが明 

らかになった。 それからさらに，周期表の他の遷移金属に対象を拡大し，各種のアルキル遷移金属錯体 

を合成し，その性質に関する研究をおこなってきた。 この様なアルキル遷移金属錯体に関する研究は， 

その後の私の研究を結ぶ縦糸となり，今に至るまで続いている。 

アルキル鉄錯体およびアルキルコバルト錯体は，アクリル酸メチル，アクリロニトリルなどのビニル 

系モノマーの重合触媒となることが分かった。 この結果は，遷移金属ーアルキル結合をもつ錯体へのオ 

レフィンの配位とそれによるオレフィンの活性化，それに続くM-C結合へのオレフィンの挿入という 

コンセプトによって説明できるものであった（式2 )。 また，アルキルニッケル錯体の場合にも，金属 

に対してオレフィンが1結合することによって金属ーアルキル結合が活性化され，アルキル基同士が結 

合することが分かった（式3 )。 この結果は，チグラー触媒によるオレフィンの重合反応の作用機構に 

関するそれまでの仮説を支持するものであり，アルキル遷移金属錯体の重要な素反応パターンのーつを 

示すものであった。 

f C
ふMー ー ー 』 

イ 、 ’ 

オレフィンの配位 活性化 

ら
 

叫、 

CH
】】c 

、
 

、
 

、
 

R
！ーーM 

八/R
、‘Iノ 、一 

=＝ノY
==＝ノ ．N 1 」p

ニ )
''’、i''’、 

、R
→・R- R

オレフィンの挿入 

オレフィンの配位によるNi-R結合の活性化 

(3) 

さらに，ジアルキルニッケル錯体とハロゲン化アリールの反応により，アルキル基同士が結合すると 

共に，新しくアリールニッケル錯体が生成することが分かった。 この知見は，その後，熊田ら，Corriu

らによって有機合成に応用され，有用なクロスカップリング反応として多用されている。 

ArX + RMgX  . Ar-R +MgX2 (4) 

（ニッケル またはパラジウム触媒） 

我々はこの反応を二置換ハロゲンイヒイヒ合物に応用し，マグネシウムを用いる新しい重縮合反応を開発 

した（式5, 6)。 

x +M‘ど」9IL-

x-Q-x +MgNiChLMg

ーー ＋MgX, 

+ MgX, 

(4) 

(5) 

(6) 

-14 -



この様な，ベンゼン環，チオフェン環の繋がったポリマーは， ョウ素などでドープすると，導電性が 

飛跳的に向上し，電気を通すようなポリマーになる。このような素材を使って，新らしい型の電池が開 

発された。 このような電池に関しては，東工大などで実用化のための研究が続けられている。 

このような応用化研究とは別に，アルキル遷移金属錯体に関しては，基本的な点において，いまだ未 

解決の問題が残っている。 アルキル遷移金属錯体はオレフィンと反応すると，ある場合にはオレフィン 

が金属ー炭素間に挿入反応を起こす（式7 )。 また，ある場合には，逆にβ位の水素原子を引き抜き， 

オレフィンを放出して，金属ヒドリド錯体を生成する。 

(7) 

一
、
 

\c
ノ‘r 

M
 

7. t,ケンI垂入 
 ト 

v
c
廿
c
八
 

R
~

M

 

R＝アルキル，H

式7のような反応を自由に制御する方法が明らかになれば，有機合成上非常に有用であるが，現在ま 

でこの様な反応を支配する因子がなんであるかは明らかにされていない。我々は，現在，各種のアルキ 

ル遷移金属錯体を合成し，その化学的性質を研究することにより，有機金属化学において最も基本的な， 

アルキル遷移金属錯体の安定性，反応性に関する知見を得るべく研究を続けている。 

2． 一酸化炭素の利用反応に関する研究 

現在まで，遷移金属錯体を触媒として用い，一酸化炭素を利用する各種の方法が開発されている。 そ 

の場合の素反応として重要なのは，遷移金属ーアルキルまたはアリール結合への一酸化炭素の挿入反応 

（式8 )，および金属に結合したCo配位子の求核剤による攻撃（式9）である。 いずれの場合にも， 

アシル遷移金属錯体が生成する。 

R
ノ

L M、 
Co (8) 

R
 ノ

 C
H
o
 

、
 

M
 n 

・」 

ノNu

M-C 三O - M-C. 
’、 、n
Nu（求核剤） 一 

(9) 

この錯体は反応性に富むため，さらに有機合成上有用な反応をおこさせることができる。我々はアル 

キル遷移金属錯体と一酸化炭素の素反応に関する研究を行っていたとき，有機化合物中にー酸化炭素が 

一段階の反応で2分子取り込まれる反応を見出だし，此の知見に基づいて，ハロゲン化アリールと一酸 

化炭素からαケト酸誘導体を触媒的に合成する新しい方法を開発した（式10 )。 

RX + HNu
[PdJ

Co
 ト RCOCONu + (RCONu) 

(10) 

(R = a引 and alkenyl; HNu = secondary amine and alcohol) 

更に，此の触媒反応の機構について錯体化学的な詳しい研究を行い，この多段階触媒反応の機構の詳 

細を明らかにした。 このようにして得られたαーケト酸誘導体は簡単にアミノ酸に変換することが出来 

るので，この方法は一酸化炭素を一成分として用いる，新しいアミノ酸合成法として用いられる可能性 

がある。 ただし，今までのところ，この方法の適用範囲は芳香族ハロゲン化物に限られているので，将 

来此の方法を脂肪族化合物にも適用する方法について研究する予定である。 

3. てーアリル遷移金属錯体の反応性に関する研究 

パラジウム化合物を触媒として用いる様々な方法が開発され，複雑な有機化合物の合成に用いられて 

いるが，中でも良く用いられるのは，11アリルパラジウム錯体を利用する方法である。 この方法は， 
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応用化学科の清水功雄助教授の研究室においても良く研究され，複雑な構造を有する生理活性物質の合 

成に用いられている。 

我々はこれまで，炭酸アリル，ギ酸アリルと0 価のパラジウムまたは白金錯体を反応させることによ 

り，各種のてアリル錯体を合成し，その構造を決定した。更に，清水研究室との共同研究により，パラ 

ジウム錯体を触媒として用いるギ酸アリルの脱炭酸還元反応の中間体と考えられる九アリルパラジウム 

錯体を単離した。此の結果は図3 のような反応機構を支持するものである。 

Rい 
～へ 

H

C切 

(d) 

R、、プ、ノx
Pd(O) 

、パ 
x

(a) 

~Tミト 
円 
x

舎IH 

RYか 
Pd

6

X=RC02, ROC02, OPh

(b) 
HC02

図3 パラジウム触媒ーギ酸系によるアリル化合物の 

還元的脱炭酸反応の機構 

4． 窒素固定反応に関する研究 

以前我々は，コバルトに窒素分子が結合した錯体を始めて合成し，更に此の錯体を還元し，加水分解 

すると，アンモニア， ヒドラジンが生成することを報告した （式l1)。この錯体は不活性な窒素分子が 

コバルトに取り込まれた最初の例として，発表当時パール・ハーバー錯体というあだ名をつけられた程 

驚ろきをもって迎えられたものである。 その後暫くこの方面の研究は中断したままになっているが，機 

会を見てまた再開したい。 

Co (acac)3 +AIEt3 +PPh3婆 

N
III
N

~ 還元 
Ca.. 

ノ l VPPh3
Ph3P HPPh3

+H+ 
- NH3 , H2NNH2 (11) 

5． ニ酸化炭素利用反応に関する研究 

最近，二酸化炭素分子がパラジウムに結合した新しい錯体を合成した。現在此の錯体の反応性に付い 

て研究し，二酸化炭素を利用する新反応を見出だす方法について研究中である。 

6． 遷移金属錯体の光化学反応に関する研究 

ある種の遷移金属錯体は光照射下に特異な反応を示す。 光を用いる新しい触媒反応の開発を計画して 

いる。 

以上，これまで行ってきた研究，現在進行中の研究，これからやりたい研究について取り混ぜて述べ 

た。何分にも，まだ早稲田での研究生活を始めてから日が浅く，研究室も小さいので，思ったようには 

進んでいない点もあるが，若い，優秀な，やる気のある学生諸君と有機金属化合物に関する研究を続け 

られることは私にとって何よりの喜びである。 

-16 -



新金属科学部門について 

今回早稲田大学では日本ゼオン株式会社のご厚意により寄付講座の寄贈をうけ，その担当の客員教授 

として私が推薦された。新金属科学部門では，有機金属化学で得られた知見を利用して，これまでの金 

属にはなかったような特性を有する新材料を作り出すための基礎研究を行う。 ここに日本ゼオン株式会 

社のご好意に厚く感謝したい。 
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「テクノロジー・トレンド」(7) 

藤 本 瞭 一 

化学及び産業の各分野での応用化学科の先生方の活躍が目ざましい。そこで，テクノロジーのトレン 

ドの中で，従来からの研究ハィライト的な内容に織り混ぜながら，そうした活躍を適宜お知らせするこ 

とにする。 

3年度化学工学会 晶析装置設計は，無次元過飽和度，無次元粒径 

学会賞に豊倉教授，研究賞に酒井教授 に基づく晶析操作，特性因子を用いた設計理論を 

新たに提出した。これは内外で高く評価され，実 

化学工学会（会長舘糾氏）の平成3年度学会賞 用に供されている。 

を，応用科学科の豊倉賢教授と酒井清孝教授が受 ［酒井教授＝研究賞］ 人工臓器に関する長年の 

賞することが決まった。豊倉教授は「晶析現象と 研究，特に血液透析膜の構造とそれに基づく性能 

晶析装置の設計に関する研究」で学会賞を，酒井 の評価に関する研究が認められ，これが医工学分 

教授は「血液透析膜の性能評価および構造解析に 野において化学工学の手法を応用展開する立場か 

関する研究」で研究賞を受賞するもの。 4月2日 らの研究であり，同分野で重要な位置付けを得て 

から大阪府堺市の大阪府立大学で開かれる同学会 いると評価された。 

年会で，他の受賞者とともに表彰される予定。 血液透析膜は使用時に殺菌操作を行うこと 

受賞対象となった業績のうち主な内容は次のと から，製造時点の膜特性と使用時の膜特性が 

おり。 異なる。そこで膜構造を膜特性と関連付けて 

［豊倉教授＝学会賞］ 一貫した晶析に関する化 評価するために多孔構造モデルに基づき，曲路 

学工学的研究，特に晶析理論および晶析装置設計 率と単位面積当たりの全細孔面積という2 つ 

法に関する独創的かつ先駆的な数多くの研究が認 の因子を導入した迷宮理論に基づく手法を提案し 

められた。 た。また光ファイバーを用いた中空糸内部の溶質 

化学工学的研究では，拡散操作として晶析現象 濃度分布測定手法を確立した。膜の製造側と利用 

を研究し，特定の操作条件を除いて結晶の溶解時 側との間の膜性能評価をつなぐものとして関連分 

にも表面現象が現れることを示したほか，特に2 野に貢献している。 

次核発生のための最小粒径の存在や，核発生に対 

する種々の機構を明らかにし，これが結晶成長過 早稲田大学理工学研究所シンポジウム 

程に影響を与えるという新理論を提出した。 この 「オルガノメタリックスの基礎と応用」開催 

概念は，精製晶析や晶析による光学分割法，微粒 

子生成等に適用されている。 応用化学科の山本明夫客目教将寿代夫者Fする 

日刊工業新聞社編集局 科学技術部長 

（昭和44年応用化学科卒 新制】9回） 

応用化学科の山本明夫客員教授を代表者とする 

「オルガノメタリックスワークショップ」が2月5

日，早稲田大学総合学術情報センターで開かれた。 

同ワークショップは早大のほか，横浜国立大学， 
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東京農工大学，東京工業大学，北海道大学，埼玉 

大学，理化学研究所などの研究者によって，組織 

されたもので，早大からは応用化学科の佐藤匡教 

授，清水功雄助教授が中心メンバーとして参加し 

ている。 

シンポジウムの当日は，幹事である清水助教授 

の開会の挨拶に続き，山本教授が「オルガノメタ 

リックスの基礎と応用」と題して講演，これを受 

けて「金属触媒カルボニル化反応を用いるアミノ 

酸の合成」（味の素脚中央研究所プロセス開発研 

究所・合成プロセスセンター長伊沢那輔氏），「カ 

ミンスキー型触媒におけるプロピレンの重合制御」 

（理化学研究所・主任研究員 山崎博史氏）， 「オ 

ルガノメタリックスを用いる長鎖パイ共役分子の 

設計と機能」（東京工業大学資源化学研究所・教 

授 山本隆一氏）の各テーマで報告が行われた。 

また逢坂哲蒲教授が座長を務めた。 

オルガノメタリックス（有機金属化合物）並び 

に山本教授については，研究室紹介に詳しいが， 

山本教授は早大応用化学科卒業後，東京工業大学 

大学院に進み，同大学教授を経て名誉教授。文部 

省科学官などを歴任している。 

化学無機独立栄養細菌（宇佐美研究室） 

微生物の世界にも変わり者がいる。硫黄や鉄を 

含む化合物を栄養とする化学無機独立栄養細菌 

（チオバチルス）もそのーつである。これらは二 

酸化炭素（Co2）を炭素源として利用しているこ 

とから，地球温暖化対策の面からも注目されてい 

るが，このチオバチルスを使って遺伝子組み換え 

による利用法を探っているのが宇佐美研究室だ。 

これらの微生物は，硫黄や鉄の酸化能力，耐酸 

性，重金属イオンに対する耐性などに際だった特 

徴がある。また，数1000m の光も有機物系の栄 

養源もない深海で発見される微生物も，海底の地 

盤の隙間から湧き出している熱水中の鉱物をェネ 

ルギー源としたこうしたものの仲間である。特徴 

的なことは，一般に有機物以外の栄養を基にエネ 

ルギーを得ており，通常の生物では耐えられない 

極限環境で生息していることである。 

仮に，これらの能力を遺伝子組み換えによりほ 

かの微生物に持たせることができれば，これまで 

は事実上不可能だった幅広い生物利用の道を開く 

ことになる。そこで宇佐美研では，例えばプラス 

ミド（核外遺伝子）を同定した後，これを大腸菌 

などに組み込み，従来持たない性質を与える実験 

が進められている。 

研究で主に使っているチオバチルスは硫黄酸化 

細菌（チオバチルス・チオオキシダンス）と鉄酸 

化菌 （チオバチルス・フェロオキダンス）の2種。 

前者は硫黄の酸化ェネルギーを，後者は鉄の酸化 

エネルギーを主要なエネルギー源としている細菌 

である。遺伝子組み換え実験の成果では，宇佐美 

研で分離した硫黄酸抗細菌「WU-79A」株を用い， 

大腸菌を宿主にした実験で2価の亜鉛陽イオンに 

対する耐性を2倍に高めるなど確実な成果をあげ 

ている。 

また，多くのチオバチルスは耐酸性菌として知 

られており，生育可能なpH（水素イオン濃度）領 

域は0.5 - 5.5で，最適pHは2.0-3.5と極めて 

低い。しかし，菌体内部のpHは菌体外のpHにか 

かわらず，5.5~ 5.8 に保たれている。しかも注 

目されるのは，宇佐美教授らが明らかにしたよう 

にチオバチルスがこうした強い酸性環境をェネル 

ギー代謝に利用していることである。 

耐酸性はバクレリア・リーチングと呼ばれる， 

細菌を使った低品位ウラン鉱からのウラン採掘な 

どにも利用が検討され，原油脱硫法としても微生 

物が研究されている。 
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職場だよ り 
~～一～～ー～～一 

L はじめに 

昨年は，世界情勢が激変し，日本に於いてもバ 

ブルの崩壊等好調だった経済情勢に陰りが見えて 

きておりますが，応化会の皆様方におかれまして 

は益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

当社の紹介は久しぶりとのことで，当社の応化 

出身者の近況，ならびにこれを通じて三菱油化と 

いう会社の概要を皆様方にお伝えでき，当社に対 

するご認識の一助となれば幸いです。 

2‘ 三菱油化の概要 

当社は昭和31年三菱グループとシェルグループ 

三菱油化株式会社 

の総力を結集し，国内では最初の石油化学会社と 

して設立された。以来昭和34年四日市コンビナー 

ト，昭和46年鹿島コンビナートを完成し，海外で 

はサウジアラビヤやシンガポールに進出している。 

また本年中には鹿島コンビナート内に最新鋭の40

万トン級のエチレンプラントを有する鹿島2期計 

画が完了し，名実ともに総合石油化学のリーディ 

ングカンパニーとしての地位を築くことになる。 

また，当社は石油化学のみにとどまらず， 「クリ 

エーティブ・ケミカル・カンバニー」 をスローガ 

ンに，2］世紀への飛躍をめざし，創造的な化学会 

社へと新たな発展を遂げつつある。 すなわち，従 

筑波総合研究所 

21



来の樹脂，化成品，特殊化学品の他，新素材，ェ 部で，鹿島に於いて建造中の石化プラントを企画 

レクトロケミカルズ，バイオインダストリー等の 面で支援している。 電子商品開発センターは，電 

先端技術分野の開拓であり，既に電子機材，ェン 子機材事業部直轄で，従来の当社にない新しい開 

プラ，農薬，診断薬，バイオケミカル等で成果を 発部門である。平塚と四日市に所在し，未だ総勢 

挙げている。 当社は，2事業所，5事業本部，2 30名程度と少ないが，主として新素材を用いたデ 

事業部門，2 総合研究所の各部署できわめて広範 バイス，部品，各種の電子機器の開発および一部 

な業務活動を行っている。 また，50社以上の関係 の製造を担っている。武笠由直（昭49修，平田研） 

会社を有し，それらの企業がそれぞれの分野で多 は，四日市においてリーダーとして，センサーを 

彩な活動を行っており，確固たる地位を占めてい 中心にデバイスの開発に取り組んでいる。 

る。 三菱油化ェンジニアリングは，当社と三菱グル 

紙面の都合でその全てを紹介できないが，応化 ープ各社の協力により誕生した総合ェンジニアリ 

出身者の近況を見ただけででも，総合化学会社と ング会社である。飯塚俊ー（昭和39，石川研）は 

しての当社の概要をご理解頂けるものと思う。 サウジアラビアでの石化プロジェクトに参画後こ 

こに赴任し，現在鹿島コンビナートで，ガソリン 

3． 応化会員の近況 添加剤製造プラントのェンジニアリング業務を担 

当社には現在29名の応化会員が在籍しているが， 当している。戸叶浩敬（昭40，藤井研）は，冷暖 

各部署ごとにその活躍ぶりを紹介させて頂く。 房用の蓄熱システム技術であるSTL蓄熱システ 

ムの販売を，部長としてバックアップしている。 

(1）本社 三菱油化産資は，当社の産業資材事業部門を担 

丸の内の三菱ビルには7人（関係会社出向を含 当する会社として発足し，多用な応用化工技術を 

む）の応化出身者が勤務している。 組み合わせ，産業資材各分野に価値のあるユニー 

岩田惇（昭36，竹富研）は管理部門において将来 クな製品を提供している。 岡本明生（昭39，森田 

計画を担当し，関係会社の設立運営を立案推進し 研）は，床暖房，道路融雪等に実績のある給水， 

た後，その1社の常務営業本部長を経て，現在企画 給湯管をはじめとする冷熱管材関連商品の開発， 

開発部長として新規製品の調査，企画，市場開発， 販売部門を部長として総覧している。 

事業基盤の確立，関係会社等の管理を行っている。 

長谷川和正（昭37，森田研）は，樹脂の研究を振 （2） 四日市総合研究所 

り出しに，産業資材部門を経て電子機材事業部の 四日市総合研究所は，ニーズに対応した応用研 

中で，新素材を用いた電子部品事業に，また，森 究を主体とし，化学品，高分子の2分野の研究所 

多美雄（昭46修，佐藤研）は高級アルコールプラ で構成されている。更に高分子研究所は基礎，開 

ソトの建設，試運転の後，四日市の計画部門，技 発，応用の独立した3研究所とエンプラ研究室に 

術部門を経て，電子機器事業に取り組んでいる。 分かれ，それぞれ高分子材料の物性研究，新プロ 

鷲見富士雄（昭50，藤井研）は，洗剤原料の技術 セスと材料開発，加工技術の開発に取り組んでい 

開発，事業の企画管理業務を完了し，現在企画本 る。 化成品とファインケミカルの研究を担当する 
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化学品研究所と，研究を支える物性分析研究所と 化成品（スチレン等），特殊化学品（アクリル酸 

を併せ，各部門，需要家に対する的確な技術，情 等）の製造プラントを有している他，前述の四日 

報サービスを積極的に展開，多彩な市場ニーズに 市総合研究所，電子商品開発センター，油化シェル 

応えており，内外から大勢の顧客を迎えている。 エポキシ社をはじめとする多くの関係会社等が設 

エンプラ研究室では，保谷敬夫（昭44，篠原研） 置されており，ここでの業容は多岐にわたっている。 

高柳健二郎（平3，土田ノ西出研）が，PPE /PA 長瀬穂積（昭48修，城塚研）は，高圧法ポリエ 

アロイの材料開発，応用研究，自動車分野を中心 チレンプラントの運営責任者であり，併せて今後 

とした用途開発研究を担当し，高橋浩（昭47修， のポリエチレン事業の再構築を検討中である。 中 

土田研）は，接着性ポリオレフィンの開発を立ち 里隆一（昭56修，森田ノ菊池研）は新規ケミカル 

上げ，現在ガラス繊維強化ポリエステルの材料開 の技術開発，工業化が業務であり，現在，化粧品 

発に従事している。 用ポリマーを担当している。 

化学品研究所において，伊藤喜一（昭52修，森 油化シェルエポキシ社は，当社とシェル興産の 

田ノ菊池研）は入社以来モノマーノポリマーの基 合併会社として設立されたェポキシ樹脂の製造， 

礎探索に従事し，現在吸水性樹脂の基礎研究を行 販売のトップメーカである。 堤正之（昭42，城塚 

っている。 また浜名良三（昭56修，森田ノ菊池研）， 研）は，工場次長として陣頭指揮に当っており， 

保坂浩親（昭62修，森田ノ菊池研）は，汎用化成 新村多加也（平3修，長谷川研）は，開発研究所 

品及び特殊化学品の製造に関するプロセス技術の にて缶用新規ェポキシコーテングの開発に取り組 

開発研究を担当している。 んでいる。 

高分子開発研究所では，出口自治夫（昭52修， 

土田研）が機能性架橋ポリオレフィンの技術開発 （4） 筑波総合研究所 

に従事しており，本技術に対しては日化協技術奨 筑波総合研究所は62000坪の敷地に約350名 （内 

励賞が授与されている。また山本健二（昭61修， 研究者250 名）が在籍しており，また筑波研究学 

平田研）は，高品質，低コスト，ポリプロピレン 園都市から約10kmと研究には良好の環境にある。 

の製造プロセス研究に取り組んでいる。 合成研究室，植物化学研究所，新素材研究所，物 

高分子基礎研究所では，中野博（昭60修，森田 性分析研究所および生物化学研究室の5 研究所 

ノ菊池研），浅田利雄（平1修，土田ノ西出研） （室）から成り，当社の将来の事業を創生する基 

がェンジニアリングプラスチックスのアロイなら 礎・探索研究を担当し，これまでにも多くの新規 

びに探索研究に従事している。 事業の芽を見い出してきた。 

合成研究室は研究人員60名を起える大所帯であ 

(3） 四日市事業所 り，新触媒，新プロセス，新規化学品の探索を行 

四日市事業所は，いわば日本の石油化学発祥の っている。現在，大篭祐二（昭51修，藤井研）, 

地で，50万坪の広大な敷地に3000 人以上の従業 市川修治（昭63博，佐藤研）は同ーチームで均一 

員が働いている。 30万トンのェチレンプラントを 系錯体触媒の探索研究に従事している。 チャッス 

中心に，樹脂（ポリェチレン，ポリプロピレン）， ダーパンターウオン（平2，森田ノ菊池研交換留 
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学生ノチュラロンコーン大（タイ）修）は固体触 

媒の探索研究に取り組んでいる。 

植物化学研究所は，農薬の探索合成，評価，更 

に環境問題にも目を向け，自然に対して優しい農 

薬の開発をめざしている。外島徳重（昭63，佐藤 

研ノ平2修，東工大）は除草剤の探索合成に携わ 

っている。 

(5）鹿島事業所 

鹿島事業所は，国や茨城県の支援の下に国内主 

要化学会社23社が，約700万坪の広大な敷地にコ 

ンビナートを建設すべく，計画的に進出して作ら 

れた臨海工業地帯の中核事業所として操業を開始 

した石化中心の事業所である。 省力化された約 

700人の従業員によって，ェチレンをはじめ，バ 

ルクケミカルを主体とした誘導品を生産しており， 

石化コンビナートのモデルとして世界的にも注目 

されている生産性の高い事業所である。現在は新 

規ェチレンプラントの建設の真っ盛りであり，世 

界中からの見学者も絶え間ない，活気あふれる状 

況にある。 

広郡亮一（昭47修，森田研） は，シンガポール， 

サウジ，台湾等でのJ /V設立に携わった後，現 

在製造第2 グループリーダーとして各種化成品の 

製造管理の傍ら，臨時建設部に兼務し，プラント 

建設に単身赴任で頑張っている。小野友敬（平1

修，森田ノ菊池研）はメラミンのプロセスにおけ 

る技術検討を担当しており，渡辺雅之（平2，森 

田ノ菊池研）はスチレンモノマープラントの運転 

管理，新プロセスの技術開発を担当している。 

4． 三菱油化（株）の応化会員 

社
 

本
 
岩田 惇 （昭36， 竹富研） 

長谷川和正 （昭37， 森田研） 

岡本 明生 （昭39， 森田研） 

飯塚 俊一 （昭39， 石川研） 

戸叶 浩敬 （昭40， 藤井研） 

森 多美雄 （昭46修，佐藤研） 

鷲見富士雄 （昭50， 藤井研） 

四日市総合研究所 

保谷 敬夫 （昭44， 篠原研） 

高橋 浩 （昭47修，土田研） 

伊藤 喜一 （昭52修，森田研） 

出口自治夫 （昭52修，土田研） 

浜名 良三 （昭56修，森田ノ菊池研） 

中野 博 （昭60修，森田ノ菊池研） 

山本 健二 （昭61修，平田研） 

保坂 浩親 （昭62修，森田ノ菊池研） 

浅田 利雄 （平1修，土田ノ西出研） 

高柳健二郎 （平 3，土田ノ西出研） 

四日市事業所 

堤 雅之 （昭42， 城塚研） 

長瀬 穂積 （昭48修，城塚研） 

武笠 由直 （昭49修，平田研） 

中里 隆一 （昭56修，森田ノ菊池研） 

新村多加也 

筑波総合研究所 

大篭 祐二 （昭51修，藤井研） 

市川 修治 （昭63博，佐藤研） 

外島 徳重 （昭63，佐藤研） 

鹿島事業所 

広郡 亮一 （昭47修，森田研） 

小野 友敬 （平1修，森田ノ菊池研） 

渡辺 雅之 （平 3，森田ノ菊池研） 

以上 

文責：大篭 祐二，市川修治 

（筑波総合研究所 合成研究室） 
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～会員のひろば ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

ある日突然の脱サラ記 

1990年7月4日，私は直属上長の研究所長に， 

「突然で申し訳ありませんが，実は独立をしたい 

と思っていますので 」 と辞意を表明しまし 

た。その後，本部長，そしてさらに社長に私の気 

持ちを説明する機会を与えられ，辞意を納得して 

頂く事が出来，結局8月21日付けで22年のサラリ 

ーマン生活に終止符を打つことになりました。私 

の退職はかなり多くの人に唐突に映ったようです。 

といっても，本当に辞める前に「辞めるぞ，辞め 

るぞ」 と吹聴して回る人はあまり居ないでしょう 

から，唐突になるのはやむを得ない事でしょうが， 

どうも私の場合，やりそうもない者が脱サラに踏 

み切ったと言う点で，驚かせた面が有ったようで 

す。また，選んだ仕事がちょっと風変わりな事も 

興味を惹いたのかも知れません。 

当世，脱サラそのものは大して珍しい事ではな 

く，私の回りにも少なからず居るにも拘らず，貴 

重なページを割いて頂いたのもこの辺りに有るの 

ではないかと考えております。 

折角の機会ですので，自営業を始めるに至った 

経緯と現在の仕事を紹介し，何らかの参考にして 

頂ければと思い筆を取りました。 

まず，辞めた理由，これは会う人毎に必ず質問 

される事ですが，その度にかなり異なった事を答 

えているのが実状です。なんだ良い加減な奴だと 

思われるかも知れませんが，やはりそこに到るま 

でに複雑な心の動きもあり，考慮の後に出した結 

論ですから，仲々正確かつ簡単には説明できない 

ためなのです。一方，サラリーマンでこれまでに 

会社を辞めたいと思った事の無い人は殆ど居ない 

のではないでしょうか。自分の企画が通らなかっ 

たとき，人事に関する不満等々，私の場合もそう 

です。しかし，それらの中で常に底流にあったも 

のは，定年退職後に控えている長い人生を考えた 

とき，ある時期で独立した方が，色々危険はある 

ものの結局充実した人生が送れるのではないかと 

いう思いで，年々これが強くなって参りました。 

（有）川村テクノサーチ，代表取締役 

昭和43年 大学院応用化学専修終了 

（昭和41年 応用化学科卒・q日姓菊池）新制16回） 

No,5（その1 )> ×< 

川 村 
ところで，辞めようと考えてからその後の仕事 

を考えるのでは手遅れでして，事前の準備が必要 

な事は言うまでもありません。その意味では十数 

年前から，将来会社を辞めたら何をやるかは考え 

巡らせていました。 

種々の職業のうち注目していたものがソフトウ 

ェア関係の仕事と代行検索業です。これをフリー 

ランスで出来る仕事と認識したのは’78年前後と 

記憶していますが，そのころはまだ代行検索とか 

サーチャーと言う呼び名はなかったと思います。 

ところで，化学を勉強した方の多くは図書室の 

本棚の大きなスペースを占領しているケミカルア 

ブストラクツで調べものをした経験があると思い 

ます。あの重い本を出し入れして必要な箇所を見 

つけてはメモを取るという作業は決して楽しいも 

のではありませんでした。この検索作業が次第に 

コンピュータで行えるようになった事は諸賢のご 

存知の通りです。当初はテープを購入し，自前の 

コンピュータで検索する方式で，ある程度規模の 

大きい機関でないと使えないものでした。しばら 

くすると， ダイアログ等のオンライン検索システ 

ムが稼働するようになり，ホストコンピュータと 

回線で結んで検索を実行出来るようになりました。 

しかし，検索のコマンド体系が複雑で研究者等の 

ユーザーが自分で検索するのは難しいため，情報 

部門の担当者に依頼して検索して貰っていたもの 

です。 

つまり検索に技能を要するという事から職業と 

して成立すると考えられたのです。その後，検索 

システムの進歩は目ざましいものがあり，一面で 

は素人でも検索できる方向に向かっていますが， 

一方では検索機能が高度化しているため，やはり 

専門家が検索した方が良い検索結果を効率的に出 

せるという状況はなかなか変わらないようです。 

辞意を表明した後，検索部門を作って会社に留 

まったらどうかという奨めも有りましたが，この 

仕事は独立するために選んだものなので，心遣い 

に感謝しながらもお断りしました。 

独立してやってゆける目算があったのかという 

質問も随分受けました。はっきりした目算があっ 

ての事とは言い切れません。それほど多いとは言 
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えないこれまでの人脈を辿って，何とか注文を取 

って歩こうと考えていただけで，事前にきちんと 

マーケッティングを行った訳ではありません。実 

際，このような商売でマーケッティングは殆ど意 

味を持たないと思われます。ただ，この仕事に携 

わっている何人かの先輩方，独立している人もそ 

うでない人も含めて，色々と相談に乗って頂きま 

した。ただし，独立に賛成した方は一人も居ませ 

んでした。はたから見れば，失敗する危険性が高 

いわけですから，反対する方が当然と言えましょ 

後は何とかなるだろうと開き直ってともかく飛 

び出した訳です。顧客獲得は独立してから始め， 

持っている手がかりを全て使っての試行錯誤の連 

続で，いまだにこれが続いてますが，次第に顧客 

の数も増え，この先続けて行けそうな感触が得られ 

るようになって参りました。 

さて，次に独立したことの利害得失を考えてみ 

ます。まだ，結論を出せるほどの時間は経過して 

いませんが， 大の利点は自由度が大きいという 

事につきます。とくにある仕事を進めるに当たっ 

て根回し，会議，企画書等々のわずらわしさから 

解放され自分の意志で運営できることは何物にも 

替えられない喜びです。裏腹に，計画がずさんに 

なりがちで，それに対するチェックが働かないと 

いう欠点が有るのは当然で注意が必要です。また， 

研究所勤務では得られなかった様々な職種の人々 

と知り合えた事も大きな財産と感じています。 

一方，具合の悪い点は同僚，特に若手，からの 

情報や刺激が無くなる事と思います。うっかりし 

ていると，世の中の動きから取り残されてしまい 

ます。これを防ぐため，学会やセミナーへの出席 

の他に，パソコン通信の利用を重要視しています。 

よくアクセスするのがNIFTYのフォーラムのー 

つであるサーチャークラブです。 1日1回はアク 

セスしてメンバーの発言を読み，必要に応じて質 

問への答え，意見等を述べたり，逆にこちらから 

質問したりして，コミュニケーションの輪が出来 

ています。 サーチャークラブと行ってもサーチャ 

ー以外の様々な職種の方々がいて，話題のバリエ 

ーションも広いのが良い点で， 近読んで面白か 

った本や， ビデオ，展示会等の紹介もあり，私に 

とって無くてはならないメディアになっています。 

この他に同じNIFTY の中の化学の広場も面白い 

話題がありときどき覗くようにしています。 

ところで，このサーチャーと言う仕事がどのよ 

うなものかを簡単に紹介しましょう。一言で言え 

ば， 「依頼者の欲している文献，物性データ等の 

情報を適切に収集，分析する業務を行うもの」で， 

通常オンラインデータベースを主な検索のツール 

としています。技術分野では，オンラインデータ 

ベースの草分けであるGAS を始めとしてIN SP

EC, COMPENDEX, 国産のデータベースでは 

JICST, PATOLIS などご存知の方が多いと思 

います。 

コンピュータの処理能力のめざましい進歩にと 

もなって，従来のマニュアル検索では到底不可能 

であったことが可能になっています。 2, 3例を 

挙げると，有機化合物の構造式をディスプレーの 

上で描き，一致する化合物を検索する事が出来ま 

す。これだと化合物の正確な名称を知らなくても 

検索でます。さらに，構造式の所望の場所に所望 

の置換基を許すと言った自由度の大きい検索も可 

能で，これによって類縁化合物まで広げて所望の 

物質を一網打尽に掬い上げ，関連する文献や物性 

を知る事が出事ます。また， 「沸点が200-250

で，表面張力が200 g/s2以上でハロゲンを含む物 

質にはどのようなものがあるか」と言った物性 

値の方から望みの物質を探す問題になるとコン 

ピュータを使って初めて可能といえます。私自身 

こんな事もできるのかと驚く事がしばしばで，今 

後も益々利用価値が高まると考えられます。もし， 

「こんな事が出来ないだろうか」， と言うことが 

有りましたら声を掛けて下さい。 

開業したての頃は，これがビジネスとして成立 

するかどうかも分からない五里霧中のなかを突っ 

走っている感じで，依頼を受けた検索の仕事をこ 

なす事にひたすら専心していましたが，次第に状 

況が落ちつき慣れてくると共に，単に検索した結 

果を依頼者に渡すだけではなく，調査内容に踏み 

込んだ仕事をするように心掛けています。こうな 

ると，もちろん，分野により得手不得手が出て来 

ますが，これまで専門としてきた電気化学を中心 

に触媒や電子材料分野で，検索から調査・コンサ 

ルティングへ広げつつあります。検索結果を基に 

文献を集め，それらの内容を調査報告に纏める仕 

事や，他社特許に異議を申し立てるための検索で 

も，異議申し立て書の土台となるレポートを纏め 

る仕事等も手がけ始めております。技術と検索の 

両方が分かる調査・コンサルタント機関として研 

究・開発に携わる方々のお役に立ちたいと言うの 

が私の抱負です。 
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><><会員のひろば～メー×～～×～＞くM5（その2)メ～> 

自己表現の願望 

人はなぜ物を書こうとするか。この設問は一見 

ばかげているようであるが，実は人間の深層心理 

にかかわっていると思う。ただその表現形式は， 

作者の性格とその時どきの感情の動きに応じてさ 

まざまな形が選ばれる。それは散文であったり， 

長短の詩歌であったり，書翰体であったりする。 

もちろん絵画，彫刻，建築，作曲なども含まれる 

が，ここでは文字表現に限定しよう。 

この表現意欲を促がす要因は何なのか。私はそ 

れが人間の孤独性にあると考える。その源流は遠 

い昔に発するものであろうが， 300年前に，ライ 

プニッツが提示した単子論（モナド論）に私は惹 

かれる。ある日本の哲学者によれば，人間は小宇 

宙であり，大宇宙と一体をなすものであると論じ 

たとされている。私はいまだかつてその原文を通 

読する余力を持たないが，どこかで見た記憶では， 

ライプニッツは語を継いで，この小宇宙はそれぞ 

れ孤立しているが，おのおのはーつの「窓」を所 

有し，それを通じて意志を交流できると述べてい 

るという。もしそうだとすればこの小宇宙と大宇 

宙は，相似ではあるとしても同一ではなく，前者 

が存立のために「窓」を必要とするという基本的 

な差異を持つことになる。 

この差こそ人間が絶対的に孤独な存在であると 

いう否定できない実相を意味している。それにも 

拘わらず，いやそれだからこそ，人は相互の交流 

を切望し，みずからを敢えて表現し，他の人間と 

の理解と共感を追究するため，みづからに最も適 

すると思う形式を選ぶのであろう。 

しかもこのいじらしい努力が，必ずしも十全に 

は達成されないという宿命を同時に負っている。 

この二面性を考える時，私はいつも二つの対照的 

な出来事を思い浮かべる。 

第二次世界大戦のさなかに一人の女性が新聞に 

無名で投稿した和歌である。 

かえり来し遺骨の前に眼とずれば 

ひそけしや吾は抱かれしおもい 

技術コンサルタント（自営） 

（昭平［118年 応用化学科卒・旧制24回） 

福 島 健 重 

心情をありのままに現わすことが，きびしく非 

難された時代に，名を伏してもなお表白せずに居 

られなかったこの一首は，詠者不知の絶唱として 

万葉の防人の歌に並ぶべき感動を伝えている。 

名も知れず，所も知れず，その生きざまを何一 

つ知らない魂が，時間と空間を超えて，ここに共 

鳴できるという事実が示される。 

ところが，これと全く対照的な出来事が十年程 

後に経験された。やはり見知らぬ女性が，信州の 

ある町で，何か深い事情があって自らの命を絶っ 

た。その遺稿集の出版者あとがきの中で，和歌の 

師と称する人が， 「そんなに悩んでいたとは知ら 

なかった」と記したのである。人の心をおしはか 

り，その表現を助けるべき立場にあったというの 

に何と白々しい言葉であろう。その人は，自ら恥 

て筆を折るべきだった。 

これは人間が互に理解することのむずかしさを 

示す一例に過ぎない。そのうえ更に人間はこの挫 

折を倶れてためらい，妥協の仮装をまとい，一層 

相手の理解を妨げるという予盾に苦しむ。 

このような障壁は精神的風土を同じくする仲間 

同志では以心伝心の直感で乗り越えることも出来 

るが，言語，歴史を異にする者の間では極めてむ 

ずかしいことは，小栗 浩氏がゲーテの詩，特に 

その発声韻律の意義について詳しく論じているこ 

とからも知られる。翻訳の持つ根本的な制約は時 

としてわれわれに絶望感すら与える。 

それとは比べものにはならない大きな課題が意 

志伝達の世界に残されている。人類の長い歴史の 

中で，数百年に一度，あるいは数千年に一度だけ 

出現した稀有の精神が，いづれも悟は記述せず」 

と語っているのは，何か深い意味があるに違いな 

い。それが何であるか解き明かすことはわたしに 

は出来ない。われわれの持っている表現形式にと 

もすればそれに拘わり，本心を失なう危険のある 

ことは知っているとしても，他に手段があるのだ 

ろうか。その謎が解けるまでは，この「小宇宙の 

窓」を頼りにして，ささやかな願望に向って歩む 

しか無いであろう。 
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……” -'-.- 実社会へ巣立つ後輩へ一一ー一一……、メ…ー“、，、 

過日の人●或日の私・明日の君 

「クリエイティブな仕事をしたい」 

そうあなたも覚えがあるでしょう。 昔，そんなせ 

りふ。 

夏はテニス，冬はスキー， レポートは先輩に借 

りてスキャナーと化す。 授業よりレンタルビデオ 

とコンビニエンスストアが優先し，試験前には友 

達のノートのコピーに使った金額を自慢する。 化 

学ポテンシャルの意味もわからないのに専門書に 

はほこりをかぶせ，新車のパンフレットと少年ジ 

ャンプは欠かさずチェックする。それでも一応騰 

なんかこうクリエイティブな仕事したいだよな」 

・・・でも心配はいりません。会社は誰でもとっ 

てくれます。 

ジーパンからネクタイに代わって初めのうちは 

日経なんぞを広げていたが，人間長く夢は見れな 

いもの。額のはえぎわが気になり，下腹に第三次 

成長の兆しのみえるころは，もはや次の人事とス 

ライスに曲がるドライバーのこと以外は何も関心 

がありません。宴会係を3度もすると，酔って出 

るのが「もうすこし学生の時に勉強しておけばよ 

かった。 

・・・でも心配はいりません。会社はあなたに期 

待していません。 

所帯を持って，娘のためにタバコをやめて，よ 

せばいいのに気合いを入れます。年功序列のポス 

トに昇進，うれしくないのに何かうれしい。会社 

通産省 工業技術院繊維高分子材料研究所 

（昭和印年応用科学科卒・新制35回） 

生命は物質であるという今世紀最大の発見を経て， 

人間の精神はすべて唯物論で解釈できるのか，が識者 

の関心事となっているそうだ。 「女ごころと秋の空」 

がともに反応速度論で扱えるとは趣深い。 

専門：生物物理学，分子生物学 

本 田 真 也 
信仰どっぷり染まり，若い連中つかまえて「責任 

感」などと説教しだすから人間って不思議。 そり 

ゃ馬鹿じゃないから人並ぐらいは仕事をこなせる 

ようになるでしょう。1つ2つまぐれで当てると， 

「俺って，結構クリエイティブな仕事してるな」 

などと錯覚。 

・・・でも心配いりません。女房はあなたの才能 

知ってます。 

予予＋予予 

クリエイティブな仕事って何でしょう。 プラン 

ナー，ルポライター，アーティスト，ディレクタ 

ー， ミュージシャン，キャスター， ジャーナリス 

ト，デザイナー・・・。 じゃあ研究者は？研究っ 

てクリエイティブ？ 

00000

あなたのスターラー何のために回ってますか。 

卒研の単位のため？先生のため？学会発表のため？ 
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よく考えてみて下さい，先生にもらったそのテー などという近視眼思考ではなく，未来永劫人類の資 

マ，あなたの人生の一時期を費やすにたるもので 産となり，我々の将来の幸福に資するかどうかと 

すか。最も進化した高等動物であるあなたの大脳 いう視点で為されるかです。液クロのチャートを捜 

皮質を使う価値がありますか。 そりゃ先生は実績 している場合ではありません。 時間がないのです。 

があります，そんなにピントは外れていないでし 

よう。 しかし年ですから冒険しません。 ノーベル ’申‘申◆ 

賞級の学者の多くは20代での着想をもとに仕事を 基礎研究ただ乗り論なるものを米国より指摘さ 

展開しています。若くなければできないことがあ れて久しい。 その論理の是非はともかく，研究を 

るのです。大体，生物学的には我々は17, 18がピ 生活の糧とする立場として，わが国の工学指向， 

ークで，あとはゆっくり老化していくのですから。 応用研究偏重の状況は依然変わりないように思え 

年寄に任せている場合ではありません，時間がな る。基礎・応用の線引きは主観的なものであるが， 

いのです。 私は基礎研究とはサイェンスであると確信してい 

あなたのコンピュータ何のために動いています る。応用化学出身の諸先輩が日本のェンジニアリ 

か。給料もらうため？会社のため？生産ラインの ングに多大な貢献をあげておられることは本誌に 

管理のため？よく考えてみて下さい，そもそもあ おいても常々伝えられているところであるが，明 

なたの会社のその製品，本当に必要なものですか。 治開国100年を経て，わが国の富国強兵策もー応 

あなたの今日の努力は世界の人々の幸福に役立っ の決着をみた現在（途中GUNをYENに換えざるを 

ているでしょうか。 そりゃ会社はあなたの生活を 得ない一幕があったが），そろそろ一国の利害を 

支えているわけですから，業務は遂行せねばなり 離れてものを考えなくてはいけない時代になって 

ません。 しかし所詮会社は金儲けの団体です，あ きた。 それに答えるものがサイェンスだと思う。 

なたの人格と同義のものではないはずです。では 素粒子物理学を構築したのも， トランジスタを発 

いったいあなたの存在価値とはなんでしょう，ど 見したのも，月にロケットを飛ばしたのもみな連 

うしてあなたはそこにいるのでしょうか。酒を飲 合国にやって載いたのだから，そろそろ我らも重 

んでる場合ではありません，時間がないのです。 い腰を上げねばならぬ。金を払っているだけじゃ 

あなたの論文何かの役にたっていますカ、科研 いかにもさびしい。 

費をあてるため？社会のため？人類の進歩のため ワワワワワ 

？よく考えてみてください。毎月，数百数千の論文 ワワワc2c2

が科学技術雑誌に掲載されているのです。 ある調 新年の屠蘇気分で耳汚しな御託を並べさせて載 

査によると1論文あたりの平均読者数は10人にお いた。卒業を機に，といっても20数年の垢はそう 

よびません。つまり，共著者とレフェリーを除け そう落とせるものではないから，まあ今まで通り 

ば全世界で主体的にあなたの論文を読むのはほん 元気にやって下さい。 ただーつ気にかけておいて 

の数人です。よく考えてみてください。世の中は ほしいのは，頭で解っていてもなかなか弓は返せ 

わからないことだらけです。科学が進歩すればす ないのが凡人というものだから，自分が凡人だと 

るだけ不明の領域が拡大するパラドクスがそこに 思う人はこれから踏み出すその第一歩だけはよく 

は存在します。そんな中で研究すべき課題とはな 吟味して納得して歩いてください。 第一歩が間違 

んでしょう。 われわれが使える時間はほんの僅か っていなければ，後はそんなに面倒なことはない 

です。よく考えてみてください。研究のための研 はずです。気楽で我がままで適当にしあわせな， 

究は簡単です。適度にまじめにやっていれば新し そんな社会人となられることを願ってやみません。 

い物質，新しいシステム，新しい発想は生まれて 卒業おめでとう。 

きます。 問題はそれが明日の生活を便利にするか 
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'‘応化出身の女性は今’' 

「卒業後10年を振り返って」 

仙 波 ま り 
応用化学科を昭和56年に卒業してから，早いも 移りました。当センターでは，毒性試験の受託を 

ので10年が過ぎました。卒業後就職した財）化学品 うける傍，研究活動も活発で，その当時は，毒性 

検査協会を2年で退職し，現在勤務している（財）食 試験機関の最大手といった感じでした。まず病理 

品薬品安全センターに移ってからは，研究活動に 学研究室に配属となり，病理部長の井坂英彦先生 

いそしみ，今年遂に，東北大学の医学博士の学位 に師事し，文部省癌特別研究の中の’‘再構成細胞 

を取得することが決まりました。応用化学会から を用いた分化能の検討’’について研究の手伝いを 

の原稿依頼を，卒後を振り返るには丁度よい機会 始めました。多分化能をもつマウステラトカルシ 

と思い二つ返事で引き受けました。 ノーマの細胞核と，ラット筋芽由来の正常細胞の 

助化学品検査協会では，開発室に配属され，福 細胞質との再構成細胞の腫傷形成能および腫蕩の 

岡県久留米市に赴任しました。そこでは既存ある 病理組織像を調べることによって，核の分化能の 

いは新規化学物質の安全性評価をする上で，哨乳 発現が細胞質で抑制されるかどうかを検討しまし 

動物や，動物細胞を用いた毒性試験が必要となる た。再構成細胞の移植率や分化像の出現頻度がと 

ことから，各人が発癌性や変異原性試験法を修得 もに下がることから，核の形質発現は，細胞質に 

し，基礎データを集積していくという仕事を始め よってコントロールされているという結果が得ら 

ました。私も培養細胞を用い，in vitro で変異原 れました。この研究成果は学会や論文で発表し， 

性を予知する手段として染色体異常試験に携わり 研究のおもしろさを十分に体験することができま 

ました。 1年半後，大分県日田市に日田研究所が した。 

新設され，開発室の室員はすべて転勤となり，実 昭和59年に政府の打ち出した対がん十ケ年計画 

際に企業から毒性試験の受託をすることになりま の一環として，がん研究者に有効な細胞株を提供 

した。しかし，毒性試験に意義を感じてはいるも するという目的で，国立衛生試験所を長とした細 

のの，山深いいなかで，一介の毒性試験屋として 胞銀行が設立され，当センターも提携機関の1つ 

生きていくことに不満と不安がつのり，生物につ として加わることになりました。これを機に，細 

いてもっと深く研究をしたいという意欲が増して， 胞生物部が新しくつくられ，私は配置換えとなり， 

入社2年後に退職し，助食品薬品安全センターに 細胞の品質管理を行う業務につきました。業務の 

内容は，品質管理として，細胞のもつアイソザイ 
助食品薬品安全センター秦野研究所 信頼性保証部門勤務 

平成4年3月 東北大学医学部博士修得 ムパターンの解析，染色体分析，マイコプラズマ 

（昭和56年 応用化学科卒 新制31回） 検査を行い，検査済みの細胞を大量に増やし，研 
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（昭和56年 応用化学科卒 新制31回） 



究者に供給することでした。細胞銀行の事業費は 

1部が品質管理にあてられ，他は研究開発費とし 

て新しい細胞株の開発や細胞を用いた研究に使用 

することが許されました。そこで私は，マウス由 

来のBALB/ 3T3細胞を使ったトランスフォーメ 

ーション実験法を用いて，発癌プロモーション作 

用の機構を解析する研究を始めました。この細胞 

は，正常な状態では細胞間に接触阻止がかかり， 

単層培養状態を保ちますが，一旦発癌物質などで 

形質転換を起こすと，接触阻止能が消失し，重な 

りあって増殖し，フォーカスを形成します。この 

系はin vivo の2段階発癌実験を代替することが 

でき，動物を使わず，短期間に化学物質の発癌性 

や抗癌性を予測する方法として使われています。 

発癌過程にはイニシエーションとプロモーション 

があり，イニシエーションはDNA 傷害としては 

っきりと定義されていますが，プロモーション作 

用は未だに明らかにされていないため，私はあえ 

て，研究テーマをプロモーション作用に絞りまし 

た。代表的なプロモーターとして12-0ーテトラ 

デカノイルフォルボルー13-アセテート（TPA) 

が知られ，生物活性として， リソ脂質代謝の充進， 

活性酸素の産生増加，Cーキナーゼの活性化など 

が報告されています。これらのうちどの作用がプ 

ロモーション作用に直接関与しているかを調べる 

ため，それぞれの活性に特異的な阻害剤の抗プロ 

モーション作用を検索しました。 その結果，ラジ 

カルスカベンジャー， リン脂質代謝阻害剤，C ー 

キナーゼ阻害剤すべてに定量的にTPA のプロモ 

ーションを抑制する効果があらわれましたが，そ 

の中でも特にラジカルスカベンジャーに強い抗プ 

ロモーション効果がみられたことから，発癌プロ 

モーション過程に活性酸素が強く関与しているこ 

とが間接的に証明されました。次の段階として， 

細胞にTPA を処理すると，実際に活性酸素が産 

生するかどうかを直接測定する必要があり，活性 

酸素種の同定と定量が可能な方法として，電子ス 

ピン共鳴（ESR）法を用いることにしました。E

SR測定は，日本電子株式会社の開発センターの 

河野雅弘博士に依頼し，培養機器や細胞はこちら 

から運びこんで，培養細胞にTPA を処理した直 

後の活性酸素の産生量を測定していただきました。 

培養細胞の発生する活性酸素を直接トラップする 

ことは難しく，今までもほとんど報告がないとい 

うお話でしたが，予想外にうまくいき， TPA 処 

理によってOHラジカルが産生し，産生量は，処 

理濃度に依存して増加することが明らかになりま 

した。この結果と，前述のトランスフォーメーシ 

ョン実験の結果とから，発癌プロモーション作用 

に，活性酸素，特にOHラジカルが，非常に重要 

な役割を担っているという結論を得ました。以上 

の成果は日本癌学会などで発表し，論文も多く出 

すことができました。昨年は， 5月にイタリアの 

ピサで行なわれた国際学会と，11月に仙台で行な 

われた仙台国際シンポジウムで発表してきました。 

今年3月には，東北大学医学部付属抗酸菌病研究 

所の渡辺民朗教授の紹介で，医学博士の学位を取 

得することになりました。 

昨年9月に信頼性保証部門（QAU)に配置が 

かわり，毒性試験が，薬事法あるいは化審法のガ 

イ ドラインに沿って適正に行なわれているかを査 

察する仕事につくことになりました。毒性試験機 

関の中枢の部門であるため，やりがいのある仕事 

だと思い， ライフワークにしたいと考えています。 

後になりましたが，応用化学会会員の方々の 

ご活躍をお祈りいたします。 
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応化 教室近況 

水野敏行記念学術研究発表会について 

応用化学科 主任 豊倉 賢 

恒例行事となりました本年度（H3）の水野敏行記念奨学基金による第5回学術研究発表会が次のよ 

うに開催されることになりましたのでお知らせいたします。新進気鋭の新博士達（5名）による研究発 

表に加えて，本会会員（新13）佐藤正道氏（名古屋大学工学部教授）の記念講演を主旨とするもので， 

受賞された諸君の一層の研究努力をご期待いたします。 

水野敏行奨学基金研究発表会 

日時：平成4年3月24日（火） 

場所：理工学部51号館3F 会議室 

I．水野賞，水野奨学金授与式 

13 : 00-13 : 30

Dl：河高 太君，佐竹彰治君，門間聡之君 

D2：小松晃之君，庄司英一君，鈴木隆之君，陳 家聡君，西津伸一君 

D3：横田政晶君，余語克則君 

II.水野賞研究発表（研究発表20分，質疑応答5 分） 

13 : 30-13 : 55 小笠原 啓一 君 

『有機膜および無機膜を用いた血奨分離機における血液漁過の機構』 

13 : 55-44 : 20 小川 誠 君 

『固体間反応による粘土有機層間化合物の合成と光機能発現』 

14 : 20-14 : 45 中戸 晃之 君 

『層状遷移金属酸化物からの層間化合物の合成と性質』 

14 : 45-15 :10 平田 誠 君 

FA Chemical Engineering Study on Biocatalysts and Their Application to

Bioprocessesi

15 : 10-15 : 35 本間 敬之 君 

『電気化学的手法による磁気デバイス用薄膜に関する研究』 

皿．記念講演 

15 : 45-16 : 45 名古屋大学工学部 教授 佐野 正道氏 

『鉄鋼プロセスと化学工学』 

W.懇親会 

17 : 00-18 : 30 理工レストラン（57号館地下） 
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会 員 

だ よ 

～会費振込用紙通信欄その他より ～ 

平成2年7月，水島に転勤し1年以上経ちましたが， 

久し振りの工場勤務で張り切っている毎日です。 

勝山泰治（昭和34年卒・新9回） 

日本ゼオン( 水島支社次長 

本社勤務となり住所が変りました。8年ぶりで早稲田 

がやや近くなりました…。これからもよろしく・・・。 

長沢邦秋（昭和49年卒・新24回） 

初めて担任した学年から卒業生を出して2年経ちます。 

応用化学科には馬場慶忠君，化学科には小林高雄君がお 

世話になっています。化学科の伊藤礼吉先生は相変らず 

お元気のご様子で安心しております。量子化学の実用性 

記 念 碑 

をもっと高められるよう今後とも努力していきます。 

斉藤俊和（昭和50年卒・新25回） 

早稲田高等学校 教諭 

1月から英国シェフィールド大学へ留学します。期間 

は1年少々と短いのですが，家族といっしょにせいぜい 

楽しんで来ようと思っています。 

弓取修ニ（昭和58年卒・新33回） 

天然物質と格闘する毎日ですが，その奥深さには驚か 

されます。 新井 裕（昭和59年卒・新33回） 

日本石油化学(1 生産研究所 

葛藤におおわれたこの記念碑には， 

それぞれの出来事と結末が 

壁画にえがかれ， 

戦士と女神の姿が 

浮き彫りにされている。 

長い年月の風雨にさらされ 

線のかすれた所もあれば 

なまなほしい溝が残っているのもある。 

時には一東の花が供えられるとしても， 

それに気づく人は居ない。 

だがそこから種子がこぼれ落ち， 

小さな緑の葉が育つかも知れない。 

その時，礎石に刻まれた賛歌が 

誰かによって唱われるだろう。 

（福島健重） 
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学生部会 
~“~～・～・～～一～一～一～.～一～ー 

応化展に参加して 

学部3年 相川 龍― 

ポートに追われなかなか進みませんでした。特に 

学生部会 実演した水処理の実験に関しては装置を組んで 
ーーー～~~~~~~～ やってみたものの良い結果が得られず，微生物の馴 

致を工夫した結果，ようやく前日に展示のめどが‘ 

応化展に参加して たってほっとしたほどでした。また・今年こそは 

前日準備で徹夜しないようにと思っていたのです 

が，その心構えも虚しく，例年通りの泊まり込み 

学部3年 相川 龍一 ということになってしまいました。 

応化展では，化学の知識がない人でもわかるよ 

平成3年度の理工展は，11月2日から4日まで， うな展示に心がけました。このため，理論的なこ 

理工学部キャンパス内で行われました。学生部会 と，文章による説明は極力避け，視覚に訴える展 

では・毎年理工展の中の学科展の1つとして，応 示を中心にしました。また，もっと知りたい方に 

化展を開催しています。今年は，身近で化学とい は，口頭により説明することにしました。 

う観点のもと・ 「環境問題」について取り組み， 理工展期間中は準備の甲斐あって好天に恵まれ， 

展示を行いました。 大勢の人々が見にきて下さいました。私達のつた 

近頃・環境問題という言葉をよくみかけます。 ない説明にも熱心に耳を傾けて下さった方もいら 

具体的には・地球温暖化など人々の関心を集めて っしゃいました。準備など大変な面もありますが， 

います。これらの問題については，現状をレポー 大学の授業では得難い大変良い勉強ができたと思 

トしたもの，将来的な予想をマスコミを通じて伝 っております。 

えられています。しかし・ これらの環境問題に対 しかしながら，応化展開催の意図は年々，難し 

し・どのような技術を利用して対処しているかは くなっているようです。日進月歩で進歩している 

伝えられていないようです。そのため，水処理や 化学において，何か新しいものを研究発表するこ 

焼却処理などの技術を知っていただき，環境問題 とは，本格的な研究経験のない学部生だけの力で 

への対応・応用化学の役割というものに興味をも は非常に難しくなってきています。内容も難しい 

っていただけたら幸いと思い・ このテーマを選び ものが多く，参加人数も不足ぎみである以上，何 

ました。 か実験を行うにしても分からないことが多く大変 

身近なものということで，生活する上で必ずで です。理工展参加には様々な苦労がありますが， 

る廃棄物の処理を中心とする内容にしました。活 他にかえ難しい経験になります。今後とも後輩諸 

性汚泥法と上向流式担体固定法という二種の水処 君に頑張ってもらい，是斐とも続けていって欲し 

理実験装置の実演や，焼却処理や電子線照射によ いと思います。 

るNOx・SOx除去システムのパネルなどを展示し 今回の応化展に関しても，各方向で大変多くの 

ました。また・地球にやさしいというキャッチフ 御協力を得ることができたために取り組めたとい 

レーズのついている・エコマーク商品に関する展 っても過言ではありません。最後になりましたが， 

示も行いました。 多大な御協力を賜りました先生方，荏原製作所の 

準備は例年のように夏休み前にテーマを決めま 方々，オルガノの方々，先輩方に厚く御礼申し上 

したカら 人手が少なく，後期にはいると授業やレ げます。 
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役 員 会

（平成3年度第2回役員会） 

日時 平成3年11月14日（I

場所 囲コーセ1 3F会 

議案 1． 高齢会員会費免‘ 

会 務 報 告 

会 会費免除を承認された会員

3年度第2回役員会） 会則第37条第3項（満75歳に達し，且つ最近20

平成3年11月14日（木）午後5時30分より 年間会費を完納した会員に対しては，本人の申出 

囲コーセ- 3F会議室 があったとき，以降の会費を免除することができ 

1． 高齢会員会費免除承認の件 る。）により平成3年度は次の19名が免除承認され 

2． 平成4年度定期総会開催（日・時及び ました。(4年度分より免除） 

恒例特別講演講師）の件 安倍 通夫（旧20） 京都 純義（旧20) 

3. 業務担当理事の報告 穴山 光夫（ノノ ノノ） 横田 信彦しノ”）〇 

4． その他 板倉 昇（’ノク） 渡井栄一郎（クク） 

（平成3年度第3回役員会） 

日時 平成4年3月19日（木）午後5時30 分より 

場所 弘済会館4F

議案1．平成4年度定期総会（日時・会場・議案 

等）開催の件，並びに第1回役員会開催の件 

2．総会当日開催行事の件 

3．名誉会員推薦の件 

4．役員改選期に伴う感謝状贈呈の件 

5．業務担当理事報告の件 

6．その他 

（平成4年度第1回役員会〔総会直前〕）（予定） 

日時 平成4年5月22日（金）午後4時より 

場所 弘済会館 4F

議案 1. 平成3年度事業報告 

1）庶務関係 

2）会計関係（決算承認の件含む） 

3）編集関係 

2． 会費改定承認の件 

3． 名誉会員推薦承認の件 

4． 平成4年度事業計画並びに予算案承認 

の件 

5‘ その他 

学 生 部 会

3年度行事として予定されていた早・慶応化ソ 

フトボール大会（於】慶応日吉グラウンド）は， 

慶応側の都合により中止となり，学科内同志で10

月下旬荒川河川敷で開催されました。 

稲見 俊輔（クノノ）〇 板倉 宗男（工5 ) 

大津 英輔（クノノ） 金久保 茂（ノノ ,ノ） 

川崎 博三（ノノ ’ノ） 鈴木 茂雄（ルク）〇 

木下 賎雄（’ノ ノノ） 野口 音光（ノノク）〇 

小阪直太郎（’ノ ノノ） 藤原 千尋（クノノ） 

浜野 裕（ノノク）〇 森川 修治（ノノク）〇 

部坂 恒夫（,, ,, )〇 計19 名 

以上，平成3年12月現在免除会員数110名（逝 

去者除く）＜〇印は届書着時点で承認＞ 

平成3年度（第25回）化学工学会賞受賞者決定の 

お知らせ 

化学工学会の3年度受賞者が決定し，来たる4

月 3日の化学工学会総会当日にはこの受賞者表彰 

式が行われるとのことで，本学会の会員の内次の 

3氏が表彰されることになりました。 

〔学会賞〕 

若尾法昭氏（新3回・横浜国立大学教授）: 

充填層の移動現象に関する研究 

豊倉 賢氏（新7回・早稲田大学教授）: 

晶析現象と晶析装置設計に関する研究 

〔研究賞〕 

酒井清孝氏（新15回・早稲田大学教授）: 

血液透析膜の性能評価および構造解析に 

関する研究 

ご 逝 去

北村 智明殿（新制39回）平成2年10月12日 

新井 繁男殿（旧制22回）平成2年12月20日 

太田 政幸殿（新制15回）平成3年12月21日 
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多年度分会費前納者（器33投旨裂語綴謂前納） 
卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 

6年分（H9年度分まで） 大

新

大

新

ク

 
ク 
ク 
ガ 
ク 
”
ル
ク
 
ク 
ク 
ク 
ガ 
ク 
ル 

8

ク
 

'I
 

9
1
0

'F
 

1
5
1
8
1
9
2
0
I,
 

2
1
2
4
2
5
2
7
3
2
3
4
3
5

土

牧

吉

大

久

小

田

古

伊

篠

山

棚

遠

林

内

隈

町

田

 

田

野

冨

原

原

池

口

谷

藤

崎

中

橋

藤

 

山

崎

野

中

 

俊

久

彦

男

明

一

司

一

宏

開

一

一

一

弘

寛

誠

一

彰

人

 

英

兼

末

秀

忠

隆

暗

修

 

悦

純

宣

 

弘
 

雅
 

新 36 田中井 信 人 

新 14 浜 野 雅 一 2年分（H5年度分まで） 

4年分（H7年度分まで） ~日 27 長 束 敬 造 

燃 3 新 1 萩 原 健 

新 4 南 方 甫 ノノ 2 大 杉 俊 彦 

10 植 崎 俊 樹 ,ノ 5 渋 沢 満 

’ノ 41 高 森 昭 安 ル 6 山 岸 良 三 

3年分（H6年度分まで） ノノ 7 尾 沢 正 也 

旧 26

ノノ 30

燃 2

矢 次 正 

遠 山 俊二郎 

小 田 五 郎 

19

ノノ 22

佐 野 秀 

宇佐美 好 

三 根 孝 

雄 

孝 

一 

工 9 福 田 健 二 23 文 野 豊 和 

新 2 須 田 吉 之 " 24 沢 田 喜 充 

I, 3 佐 藤 匡 ,ノ 31 山 田 昌 宏 

’ノ 5 " 32 菅 藤 純 平 

’ノ ク 山 津 貞 雄 'F 37 石 坂 肇 

ノノ 6

8 平 晋 策 

,ノ ル 

計 

清 水 俊 

（以上49名） 

雄 

平成4 年度分会費前納者（盤33恐言H41 Q)繍慧2前納） 
卒業回次 氏 名 」卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 
旧 

273246

奈良崎 雅 彦 

1

919

I

新ガクククルククク 

内

得

中

小

平

村

益

赤

下

伊

遠

山

斉

伊

清

中

上

荒

高

西

 

明

亮

平

弘

助

雄

紀

典

行

治

茂

幸

和

広

勝

一

彦

彦

伸

典

 

海

能

村

川

山

田

江

田

原

藤

藤

崎

藤

藤

水

沢

田

西

橋

沢

 

和

通

庄

 

栄

治

朋

正

隆

健

 

信

俊

和

好

俊

靖

康

 

宣
 

新 29 篠 浦 治 

ク 

梅 沢 浩 二 堀 切 正 人 

燃工有新ルク 

井 上 浩 一 

2,

0

" 30 荒 井 昇 
岩 城 謙太郎 長 山 博 

志24679111213

吉 岡 進 

"'2F

221

" 32 伊 井 憲 一 

井 上 惰 二 ,ノ ノノ 中 尾 愛 子 
内 田 隆 次 吉 田 伸 吾 

徳 永 賢 一 'F 33 明 恒次郎 

ク 

牧 野 貞 夫 

'2I

3 松 田 剛 

ク 

ク 

ク 

鈴 

梶 

関 

木 

原 

口 

富久治 

宏 

正 光 

クガ 

クク 

ク

152526

ノノ 

ノノ 

36

38

田 

原 

加 

代 

村 

藤 

健 

昌 幸 

啓 

ガ 

高 橋 紘一郎 貴 志 泰 治 

ル 

'114

吉 瀬 靖 一 

 ルククククク

勢 川 洋 章 

ク 

小 川 弘 

" 

,, 39 繁 田 徳 彦 

ク ,1,5

菊 地 英 一 

"

2728

" 40 西 川 和 彦 

ク 

鈴 木 孝 雄 宮 川 秀 規 

ク 

'1

寺 瀬 邦 彦 

ク 

ク17

西 村 啓 道 

'I

”

安 村 弘 之 

” 

計 （以上57名） 
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「編 

「校塔に 鳩多き日や 卒業す」 中村草田男さ 

んの句ですから，校塔は安田講堂でしょう。私の 

目に浮ぶのは40年前の大隈講堂であり，今の応化 

の諸君にとっては51号館のノッポビルの姿かも知 

れません。句心を欠く私ですが，希望といささか 

の感傷を持って巣立った日の思い出を，春の日に 

鳩の飛び交う大学の風景と重ねて，険に浮べるこ 

とが出来ます。 

随分難かしい社会になって来ましたが，これか 

らの日本を背負って国際社会の嵐の中を進んで下 

役 員 

（会 長） 

小 林 捜次郎 

（副会長） 

菅 井 康 

百日鬼 

豊 倉 

さるのは，今年の卒業生を含めた若い皆さんです。 

私達が卒業した頃と比べて物質的な環境は良くな 

っていますが，目標や生き甲斐の求めにくくなっ 

たのも事実でしょう。大地にしっかり足をつけて 

進んで下さい。 

「一灯を提げて暗夜を行く。暗夜憂う勿れ。唯， 

一灯を特め」諸君の一灯が素晴しい一灯であるよ 

う願っています。 

（本田尚士） 

会報 編集委員会 
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